
港区におけるクリエイティブ産業実態調査報告書 131

ク　クリエイティブ度と人材に関する状況

クリエイティブ度別の「人材に関する状況」

（問11）を、図表4-1-6-13で見る。なお、同図表

では、χ² 検定により統計上有意な結果を得た選

択肢２件を抜粋している。

「３. 従業員の採用が難しい」は、該当なし事

業所が最も多いのに対し、２個以上該当事業所、

１個該当事業所の回答は相対的に少ない。「９. 

個人クリエイターと契約している」はいずれの数

値も11～12％台で、こちらも該当なし事業所の数

値が最も高い。

ケ　クリエイティブ度と港区での事業環境

（ア）立地先の選定で重要視する項目

クリエイティブ度別の「立地先の選定で重要視

する項目」（問13（１）①）を、図表4-1-6-14で

見る。なお、同図表では、χ² 検定により統計上

有意な結果を得た選択肢４件を抜粋している。

「（７）他社との連携が容易である」、「（８） ク

リエイティブな人材が集まる」及び「（９） 情報

収集が容易である」では１個該当事業所の数値が

最も高い。「（６）知名度が高くブランド力があ

る」では２個以上該当事業所の数値が最も高く、

次いで少しの差で１個以上該当事業所となってい

る。

（イ）港区での事業環境の評価

次に、クリエイティブ度別に「港区での事業環

境の評価」（問13（１）②）を見る。その際、次

のように定義する「立地満足度スコア」を利用

する。「立地満足度スコア」とは、問13（１）の

項目（１）～（13）に対する評価「積極的」「や

や積極的」「どちらともいえない」「やや消極的」

図表4-1-6-12　クリエイティブ度×今後（も）取り組んでいく課題（問10（１））

※無回答は集計から除く。

３.従業員の採用が難しい：χ2 =7.599 自由度＝2 p＝0.022* ＊p＜0.05
９. 個人クリエイターと契約している：χ2 =11.603 自由度＝2 p＝0.003* ＊p＜0.05

34.9%

11.6%

30.7%

11.4%

41.4%

12.9%

38.2%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

３．従業員の

採用が難しい

９．個人クリエイターと

契約している

２個以上該当

【n=215】
１個該当

【n=172】
該当なし

【n=621】
全体

【n=1,032】

図表4-1-6-13　クリエイティブ度×人材に関する状況

（問11）【抜粋】

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13） （14） （15） （16） （17） （18） （19） （20） （21）
２個以上該当 33.9% 6.0% 13.8% 11.0% 31.2% 25.2% 24.3% 25.2% 25.7% 13.8% 5.0% 20.6% 22.5% 9.6% 17.0% 13.8% 9.2% 13.8% 8.7% 6.4% 11.0%
１個該当 30.1% 9.2% 12.1% 9.8% 23.7% 13.3% 20.8% 17.9% 14.5% 7.5% 5.2% 16.8% 15.6% 10.4% 13.3% 9.2% 11.0% 13.3% 9.8% 5.2% 11.0%
該当なし 30.9% 6.1% 6.4% 6.9% 20.9% 17.8% 14.8% 18.6% 16.9% 5.3% 4.4% 16.3% 17.4% 5.3% 11.3% 8.7% 9.1% 11.6% 5.9% 5.3% 6.9%
合計 31.4% 6.6% 8.9% 8.2% 23.5% 18.6% 17.8% 19.9% 18.3% 7.4% 4.7% 17.3% 18.1% 7.1% 12.8% 9.8% 9.5% 12.3% 7.2% 5.5% 8.4%

0%

10%

20%

30%

40%
２個以上該当 １個該当 該当なし 合計

（１）取引先の開拓、（２）イベントや展示会への出展、（３）海外市場への展開、（４）インバウンド需要・国際化への対応、（５）人脈やネットワーク

の拡大、（６）情報収集・分析力の強化、（７）情報発信力の強化、（８）注文への対応力の強化、（９）顧客との価値共創、（10）日本や海外の文化

の活用、（11）地域資源の活用、（12）従業員の確保、（13）従業員の教育・研修、（14）設備投資、（15）新分野への進出、（16）資金繰り・資金調

達、（17）同業種との連携、（18）他業種との連携、（19）文化機関（展示場等含む）との連携、（20）周辺地域や商店街との連携、（21）デザイナーと

のコラボレーション　※全ての事業所（1,047件）に対する割合を示した。
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「消極的」について、それぞれ＋２点、＋１点、

０点、－１点、－２点を配点したときの、グルー

プ内の事業所の得点の平均値である（図表4-1-6-

15）。

図表にあるように、２個以上該当事業所は、

「（６） 知名度が高くブランド力がある」で１個該

当事業所よりやや低く、「（13） 支援策の充実」で

最も低いことを除き、立地環境の評価が高い。ク

リエイティブ度の高い事業所にとって港区立地の

評価はおおむね高いといえる。

なかでも、２個以上該当事業所が高い項目は

「（５） 交通の利便性が高い」1.60ポイント、「（６） 

知名度が高くブランド力がある」1.55ポイント、

「（１） 取引先・顧客が多く存在する」1.25ポイン

トである。また、該当なし事業所と比べて差が大

きい項目は、「（８） クリエイティブな人材が集ま

る」、「（９）情報収集が容易である」となってい

る。

２個以上該当
【n=173】

１個該当
【n=218】

該当なし
【n=656】

全体
【n=1,047】

48.0%

16.2%

23.7%

15.6%

44.5%

23.9%

27.1%

23.4%

33.1%

16.0%

13.4%

14.6%

37.9%

17.7%

18.0%

16.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（９）情報収集が
容易である

（６）知名度が高く

ブランド力

がある

（７）他社との連携

が容易である

（８）クリエイティブ

な人材が集まる

※全ての事業所（1,047件）に対する割合を示した。

（６）知名度が高くブランド力がある： χ2＝17.967 自由度＝2 p＝0.000* ＊p<0.05
（７）他社との連携が容易である： χ2＝7.240 自由度＝2 p＝0.027* ＊p<0.05
（８）クリエイティブな人材が集まる： χ2＝25.334 自由度＝2 p＝0.000* ＊p<0.05
（９）情報収集が容易である： χ2＝9.215 自由度＝2 p＝0.010* ＊p<0.05

図表4-1-6-14　クリエイティブ度×立地先の選定で重

要視する項目（問13（１）①）【抜粋】

図表4-1-6-15　クリエイティブ度×港区での事業環境の評価（問13（１）②）

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13）
２個以上該当 1.25 0.41 0.43 0.58 1.60 1.55 0.93 1.00 1.03 0.90 0.79 0.76 0.00
１個該当 1.21 0.15 0.31 0.38 1.53 1.57 0.68 0.87 0.94 0.51 0.55 0.42 0.12
該当なし 1.03 0.27 0.17 0.31 1.47 1.18 0.73 0.45 0.61 0.75 0.65 0.53 0.08
全体 1.11 0.29 0.26 0.39 1.51 1.35 0.77 0.68 0.77 0.75 0.66 0.56 0.07
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２個以上該当 １個該当 該当なし 全体

（１）取引先・顧客が多く存在する、（２）在勤者が多い、（３）若い人が多い、（４）外国人が多い、（５）交通の利便性が高い、（６）知名度が高くブラン

ド力がある、（７）他社との連携が容易である、（８）クリエイティブな人材が集まる、（９）情報収集が容易である、（10）展示会等へのアクセスが良

い、（11）関連業種が多い、（12）同業者が多い、（13）支援策の充実
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コ　クリエイティブ度と今後の行政への期待

クリエイティブ度別の「今後の行政への期待」

（問14）を、図表4-1-6-16で見る。なお、同図表

では、χ² 検定により統計上有意な結果を得た選

択肢７件を抜粋している。

２個以上該当事業所が最も高い数値となって

いるのが、「13. クリエイティブな企業への表彰」

18.5％、「２. 知的財産権に関する相談・支援」

17.5％、「５. 情報発信の場の提供」17.5％、「20. 

公的機関（学校等）との連携支援」15.5％であ

る。「７. 発表の場の提供」は２個以上該当事業

所と１個該当事業所がほぼ同じ水準である。「４. 

情報提供」は１個該当事業所が24.4％と最も高く、

「18. 文化機関との連携支援」も１個該当事業所

が16.9％と最も高い。

２　飲食業種

（１）　資本金額による分析

ここでは、「資本金額」（問３）別の集計結果を

見る。

なお、「資本金額」（問３）については、1,000

万円未満と1,000万円以上で区分する。さらに、

同じく調査票問３で聞いた「経営形態」で「１．

個人経営」又は「３．その他」と回答した事業所

を、「個人経営等」として、比較を行う。

ア　資本金額と事業所の形態

資本金額別の「事業所の形態」（問２（１））を、

図表4-2-1-1で見る。

「個人経営等」では、ほとんどの事業所（98.0％）

が「単独事業所」である。資本金額が増大する

につれ、「単独事業所」の割合が低く、代わりに

「本社・本店」及び「支社・支店」の割合が高い。

イ　資本金額と開業時期

図表4-2-1-2により、「現在の事業所の開設時

期」（問２（２）②）を見る。

「開業した時期と同じ」と回答した割合は、「個

人経営等」が約８割、「1,000万円未満」が約７割、

「1,000万円以上」が６割弱である。資本金額が大

きい事業所ほど、他の場所（港区外を含む）で開

業後、現在の場所へと移転してきた傾向が強いこ

とがわかる。

図表4-1-6-16　クリエイティブ度×今後の行政への期

待（問14）【抜粋】

17.5%

17.5%

17.5%

9.5%

18.5%

14.5%

15.5%

9.4%

24.4%

14.4%

9.4%

3.1%

16.9%

8.1%

7.3%

16.7%

10.6%

4.9%

4.1%

9.4%

6.8%

9.8%

18.2%

12.7%

6.7%

7.0%

11.7%

8.9%

0% 10% 20% 30%

２．知的財産権に

関する相談・支援

４．情報提供

５．情報発信の

場の提供

７．発表の場の提供

13．クリエイティブな

企業への表彰

18．文化機関との

連携支援

（学校等）との
20．公的機関

連携支援

2個以上該当

【n=200】
1個該当

【n=160】
該当なし

【n=586】
全体

【n=946】

※無回答は集計から除く。

２．知的財産権に関する相談・支援： χ2＝17.416 自由度＝2 p＝0.000* ＊p＜0.05
４．情報提供： χ2＝5.026 自由度＝2 p＝0.081
５．情報発信の場の提供： χ2＝6.943 自由度＝2 p＝0.031* ＊p＜0.05
７．発表の場の提供： χ2＝7.253 自由度＝2 p＝0.027* ＊p＜0.05
13．クリエイティブな企業への表彰：χ2＝52.073 自由度＝2 p＝0.000* ＊p＜0.05
18．文化機関との連携支援： χ2＝8.681 自由度＝2 p＝0.013* ＊p＜0.05
20．公的機関（学校等）との連携支援： χ2＝14.001 自由度＝2 p＝0.001* ＊p＜0.05

図表4-2-1-1　資本金額（問３）×事業所の形態（問

２（１））【４区分】

98.0%

79.5%

42.4%

80.3%

1.0%

14.2%

18.5%

8.8%

1.0%

6.3%

39.1%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等

【n=202】

1,000万円未満

【n=127】

1,000万円以上

【n=92】

全体

【n=421】

単独事業所 本社・本店 支社・支店

※「４．その他」を選択した事業所及び無回答は集計から除く。

χ2＝140.093 自由度＝4 p＝0.000* ＊p＜0.05
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ウ　資本金額と従業者数

図表4-2-1-3・4により、資本金額別の「従業者

数」（問４）を見る。まず、図表4-2-1-3で、資本

金額別の「正規従業者数」（問４（１））を見る

と、「個人経営等」から資本金額が増大するにつ

れ、従業者数の規模も増大する傾向を確認できる。

正規従業者数が「２人以下」の事業所は、「個人

経営等」では約４分の３（74.3％）の割合である

が、「1,000万円未満」では約３分の１（35.9％）、

「1,000万円以上」では約５分の１（19.6％）の割

合へと低下する。他方で、「11人以上」の事業所

は、「個人経営等」では0.6％、「1,000万円未満」

では4.7％、「1,000万円以上」では21.7％へと上昇

する。

次に、資本金額別の「非正規従業者数」（問４

（２））を、図表4-2-1-4で見る。前掲図表4-2-1-3

で見た正規従業者数と同様に、非正規従業者数に

ついても、「個人経営等」から資本金額が増大す

るにつれ従業者数の規模も増大する傾向を確認で

きる。非正規従業者数が「２人以下」の事業所

は、「個人経営等」では約６割、「1,000万円未満」

では４割強、「1,000万円以上」では約３割である。

他方で、「11人以上」の事業所は、「個人経営等」

ではあまり見られない（2.3％）が、「1,000万円

未満」では１割弱、「1,000万円以上」では３割弱

である。

エ　資本金額と経営者の性別

資本金額別の「経営者の性別」（問５（２））を、

図表4-2-1-5で見る。経営者の女性比率は、「個人

経営等」では約３割、「1,000万円未満」では約２

割、「1,000万円以上」では約１割である。「個人

経営等」から資本金額が増大するにつれ、経営者

の女性比率が低下する傾向を確認できる。

図表4-2-1-2　資本金額（問３）×現在の事業所の開設

時期（問２（２）②）

81.6%

70.1%

57.8%

73.0%

18.4%

29.9%

42.2%

27.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等

【n=201】
1,000万円未満

【n=127】
1,000万円以上

【n=90】
全体

【n=418】

開業した時期と同じ 開業した時期と異なる

※無回答は集計から除く。
χ2＝18.644 自由度＝2 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-1-3　資本金額（問３）×正規従業者数（問４

（１））

74.3%

35.9%

19.6%

49.4%

22.3%

47.7%

38.0%

34.1%

2.8%

11.7%

20.7%

9.8%

0.6%

4.7%

21.7%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等

【n=179】

1,000万円未満

【n=128】

1,000万円以上

【n=92】

全体

【n=399】

２人以下 ３～５人 ６～11人 11人以上

※無回答は集計から除く。
χ2＝120.389 自由度＝6 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-1-4　資本金額（問３）×非正規従業者数（問

４（２））

60.5%

43.4%

30.1%

46.9%

31.0%

32.3%

22.9%

29.3%

6.2%

15.2%

19.3%

12.5%

2.3%

9.1%

27.7%

11.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等

【n=129】

1,000万円未満

【n=99】

1,000万円以上

【n=83】

全体

【n=311】

２人以下 ３～５人 ６～10人 11人以上

※無回答は集計から除く。
χ2＝49.089 自由度＝6 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-1-5　資本金額（問３）×経営者の性別（問５

（２））

70.1%

79.1%

89.1%

76.9%

29.9%

20.9%

10.9%

23.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等
【n=204】

1,000万円未満
【n=129】

1,000万円以上
【n=92】

全体
【n=425】

男性 女性

※無回答は集計から除く。
χ2＝13.418 自由度＝2 p＝0.001* ＊p＜0.05
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オ　資本金額と主な事業の内容

ここでは、資本金額別の「主な事業の内容」

（問６）を検討する。まず、図表4-2-1-6から、資

本金額別の「提供するサービスの内容」（問６

（１））を見る。なお、問６（１）では、件数が

少なかった「１．レストラン」、「２．創作料

理」、「４．海外の専門料理」及び「６．カフェ」

を、「７．その他」に合算している。「個人経営

等」から資本金額が増大するにつれ、「酒類の提

供（バー・居酒屋等）」の割合が低下し、代わり

に「その他」の割合が高くなる傾向がある。すな

わち、「酒類の提供（バー・居酒屋等）」は、「個

人経営等」では約３割、「1,000万円未満」では約

２割、「1,000万円以上」では約１割である。「そ

の他」は、「個人経営等」では約３割半、「1,000

万円未満」では約４割、「1,000万円以上」では５

割である。

次に、資本金額別の「業界の特徴」（問６（３））

を、図表4-2-1-7で見る。なお、同図表では、χ2

検定により統計上有意な結果を得た選択肢７件を

抜粋している。

「５．企画・提案力が問われている」、「６．専

門知識が問われている」、「７．人材の確保が難し

い」、「８．従業員の教育・研修が重要である」に

ついては、「個人経営」から資本金額が増大する

につれ、選択する割合が高くなる傾向がある。一

方で、「３．顧客が固定化されている」について

は、資本金額が小さいほど選択する割合が高い。

「４．海外からの訪日客の取込みが課題である」

では、「個人経営等」の割合が相対的に低い。「９．

店舗のロケーションが重要である」では、「1,000

万円以上」の割合が相対的に高いことが特徴的で

ある。

カ　資本金額と経営状況

図表4-2-1-8～11から、資本金額別の「経営状

況」（問７）を見る。まず、資本金額別の「直近

年度の売上高」（問７（１））を、図表4-2-1-8で

見る。「個人経営等」から資本金額が増大するに

つれ、売上高も増大する傾向を確認できる。

次に、資本金額別の「最近の売上の推移」（問

７（２））を見る（図表4-2-1-9）。なお、問７

（２）では「増加した」と「やや増加した」の合

図表4-2-1-6　資本金額（問３）×提供するサービスの

内容（問６（１））

35.1%

40.3%

40.2%

37.8%

29.3%

18.6%

9.8%

21.8%

35.6%

41.1%

50.0%

40.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等

【n=205】

1,000万円未満

【n=129】

1,000万円以上

【n=92】

全体

【n=426】

日本料理 酒類の提供（バー・居酒屋等） その他

※無回答は集計から除く。
χ2＝15.953 自由度＝6 p＝0.003* ＊p＜0.05

図表4-2-1-7　資本金額（問３）×業界の特徴（問６

（３））【抜粋】

39.3%

11.9%

15.4%

12.9%

43.8%

17.9%

20.4%

28.9%

21.9%

22.7%

20.3%

65.6%

33.6%

20.3%

18.0%

20.2%

34.8%

32.6%

80.9%

56.2%

36.0%

31.6%

16.7%

21.8%

19.4%

58.4%

30.9%

23.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

３．顧客が固定化

されている

４．海外からの

訪日客の取込み

が課題である

５．企画・提案力

が問われている

６．専門知識が

問われている

７．人材の確保

が難しい

８．従業員の

教育・研修が

重要である

９．店舗の

ロケーション

が重要である

個人経営等

【n=201】
1,000万円未満

【n=128】
1,000万円以上

【n=89】
全体

【n=418】

※無回答は集計から除く。 　
３． 顧客が固定化されている
　 ：χ2＝13.594 　自由度＝2　p＝0.001*　＊p＜0.05　
４． 海外からの訪日客の取込みが課題である
　 ：χ2＝6.517 　自由度＝2　p＝0.038*　＊p＜0.05　
５． 企画 ・提案力が問われている
　 ：χ2＝13.729 　自由度＝2　p＝0.001*　＊p＜0.05
６． 専門知識が問われている
　 ：χ2＝15.347 　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05　
７． 人材の確保が難しい
　 ：χ2＝38.961 　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05　
８． 従業員の教育 ・研修が重要である
　 ：χ2＝42.986 　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05　
９． 店舗のロケーションが重要である
　 ：χ2＝9.420 　自由度＝2　p＝0.009*　＊p＜0.05
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計を「増加傾向」、「減少した」と「やや減少し

た」の合計を「減少傾向」として分類している。

「個人経営等」では、半数以上（55.0％）が「減

少傾向」と回答している。また、最近の売上の推

移については、「1,000万円未満」の方が「1,000

万円以上」よりも良いことがわかる。すなわち、

「増加傾向」と回答した事業所は、「1,000万円未

満」では約４割、「1,000万円以上」では約３割半

で、「1,000万円未満」の方が割合が高い。「減少

傾向」と回答した事業所は、「1,000万円未満」で

は約３割、「1,000万円以上」では４割弱であり、

「1,000万円以上」の方が割合が高い。

さらに、資本金額別の「採算状況」（問７（３））

を見る（図表4-2-1-10）。「個人経営等」から資本

金額が増大するにつれ、採算状況も黒字が増え

る傾向がある。「黒字基調」と「やや黒字基調」

を合わせた割合を見れば、「個人経営等」では

約２割（20.0％）、「1,000万円未満」では約３割

（31.8％）、「1,000万円以上」では４割半ば（46.2％）

である。「やや赤字基調」と「赤字基調」を合わ

せた割合については、「個人経営等」で４割半ば

（44.4％）、「1,000万円未満」で３割半ば（35.7％）、

「1,000万円以上」で約３割（28.6％）である。

最後に、資本金額別の「今後の事業予定」（問

７（４））を見る（図表4-2-1-11）。「個人経営」

から資本金額が増大するにつれ、「事業規模の拡

大」の割合が高くなる傾向がある。

キ　資本金額別の店舗や料理等の特徴

資本金額別の「店舗や料理等の特徴」（問８）

を、図表4-2-1-12で見る。なお、同図表では、

図表4-2-1-8　資本金額（問３）×直近年度の売上高

（問７（１））

37.7%

14.1%

3.3%

23.0%

44.2%

31.3%

16.5%

34.2%

16.6%

40.6%

31.9%

27.3%

1.5%

14.1%

33.0%

12.2%

0.0%
0.0%

15.4%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等

【n=189】

1,000万円未満

【n=128】

1,000万円以上

【n=91】

全体

【n=418】

1,000万円未満 1,000～3,000万円未満
3,000万～１億円未満 １～５億円未満 ５億円以上

※無回答は集計から除く。

χ2＝171.939 自由度＝8 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-1-9　資本金額（問３）×最近の売上の推移

（問７（２））

19.8%

41.7%

35.6%

29.8%

25.2%

27.6%

26.7%

26.3%

55.0%

30.7%

37.8%

43.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等

【n=202】

1,000万円未満

【n=127】

1,000万円以上

【n=90】

全体

【n=419】

増加傾向 変わらない 減少傾向

※無回答は集計から除く。
χ2＝25.413 自由度＝4 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-1-10　資本金額（問３）×採算状況（問７（３））

5.4%

10.9%

20.9%

10.4%

14.6%

20.9%

25.3%

18.8%

35.6%

32.6%

25.3%

32.5%

24.4%

24.8%

19.8%

23.5%

20.0%

10.9%

8.8%

14.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等

【n=205】
1,000万円未満

【n=129】
1,000万円以上

【n=91】
全体

【n=425】

黒字基調 やや黒字基調 ほぼ均衡
やや赤字基調 赤字基調

※無回答は集計から除く。
χ2＝29.005 自由度＝8 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-1-11　資本金額（問３）×今後の事業予定

（問７（４））

3.5%

9.4%

23.6%

9.7%

63.6%

70.9%

58.4%

64.7%

18.7%

7.9%

13.5%

14.3%

2.0%

4.7%
4.5%

3.4%

12.1%

7.1%

0.0%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人経営等

【n=198】
1,000万円未満

【n=127】
1,000万円以上

【n=89】
全体

【n=414】

事業規模の拡大 同程度の事業規模で継続

事業規模の縮小 異なる事業領域への進出 その他

※無回答は集計から除く。
χ2＝46.883 自由度＝8 p＝0.000* ＊p＜0.05
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χ2検定により統計上有意な結果を得た選択肢５

件を抜粋している。

「１．メニューやサービスのオリジナリティ」

及び「５．ストーリー性」では、「個人経営等」

から資本金額が増大するにつれ、該当する事業所

の割合が高くなる傾向がある。一方で、「10．音

楽・スポーツ・アニメ等のテーマ性」については、

資本金額が低いほど割合が高い。

「13．店舗の内装」及び「14．店舗の外観」の

回答割合では、「個人経営等」と「1,000万円未満」

が並ぶ一方、「1,000万円以上」は高い数値になっ

ている。

ク　資本金額と事業所の強み

資本金額別の「現在の事業所の強み」（問９）

を見る。その際、次のように定義する「強みス

コア」を利用する。「強みスコア」とは、問９の

項目（１）～（10）に対する評価「あてはまる」

「ややあてはまる」「どちらともいえない」「あま

りあてはまらない」「あてはまらない」について、

それぞれ＋２点、＋１点、０点、－１点、－２点

を配点したときの、グループ内の事業所の得点の

平均値である（図表4-2-1-13）。

多くの項目において、強みスコアは「1,000万

円以上」、「1,000万円未満」、「個人経営等」の順

である。「（６）価格競争力」では、３者にほとん

ど差は見られない。

次に、「今後（も）強化したい強み」（問９）を、

図表4-2-1-12　資本金額（問３）×店舗や料理等の特

徴（問８）【抜粋】

43.8%

10.0%

10.0%

24.9%

8.0%

51.2%

14.4%

4.0%

24.0%

6.4%

65.9%

22.0%

2.2%

41.8%

20.9%

50.8%

13.9%

6.5%

28.3%

10.3%

0% 20% 40% 60% 80%

１．メニューや

サービスの

オリジナリティ

５．ストーリー性

10．音楽・スポーツ・

アニメ等のテーマ性

13．店舗の内装

14．店舗の外観

個人経営等

【n=201】
1,000万円未満

【n=125】
1,000万円以上

【n=91】
全体

【n=417】

※無回答は集計から除く。
１． メニューやサービスのオリジナリティ
：χ2＝12.309　自由度＝2　p=0.002* ＊p<0.05

５． ストーリー性 ：χ2＝7.604　自由度＝2　p=0.022* ＊p<0.05
10． 音楽 ・ スポーツ ・ アニメ等のテーマ性

：χ2＝8.022　自由度＝2　p=0.018* ＊p<0.05
13． 店舗の内装 ：χ2＝10.424　自由度＝2　p=0.005* ＊p<0.05
14． 店舗の外装 ：χ2＝14.258　自由度＝2　p=0.001* ＊p<0.05

図表4-2-1-13　資本金額（問３）×現在の事業所の強み（問９）

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10）

個人経営等 0.87 0.46 0.18 -0.36 -0.67 -0.17 0.39 0.02 0.02 0.13

1,000万円未満 0.91 0.56 0.60 -0.15 -0.50 -0.26 0.56 0.18 0.05 -0.03

1,000万円以上 1.02 0.89 1.03 0.26 0.04 -0.20 0.84 0.44 0.37 0.72

全体 0.92 0.59 0.51 -0.15 -0.45 -0.21 0.54 0.16 0.11 0.22

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

強
み
ス
コ
ア

個人経営等 1,000万円未満 1,000万円以上 全体

（１） 実績、 （２） 企業理念、 （３） 知名度・ブランド力、 （４） 顧客や取引先への PR 力、 （５） ビジネスモデル、 （６） 価格競争力、 （７） メニュー・

料理のコンセプト、 （８） メニュー ・料理の開発力、 （９） メニュー ・料理の創造性、 （10） 店舗 ・内装のデザイン
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図表4-2-1-14で見る。なお、同図表では、χ2検

定により統計上有意な結果を得た選択肢２件を抜

粋している。

「（３）知名度・ブランド力」、「（８）メニュー・

料理の開発力」の両方ともに、「個人経営等」か

ら資本金額が増大するにつれ、今後（も）強化し

たい強みとしての回答割合が上昇する傾向が確認

できる。

ケ　資本金額と事業所が重要視する課題

資本金額別に「現在重要視している課題」（問

10（１））を見る。その際、次のように定義する

「積極性スコア」を利用する。「積極性スコア」と

は、問10（１）の項目（１）～（21）に対する評

価「積極的」「やや積極的」「どちらともいえな

い」「やや消極的」「消極的」について、それぞれ

＋２点、＋１点、０点、－１点、－２点を配点し

たときの、グループ内の事業所の得点の平均値で

ある（図4-2-1-15）。

多くの項目で、「個人経営等」から資本金額が

増大するにつれ、「積極性スコア」が高い傾向が

ある。例外的に、「（19）周辺地域や商店街との連

携」では、資本金額別の差はほとんど見られない。

次に、「今後（も）取り組んでいく課題」（問10

（１））を、図表4-2-1-16で見る。なお、同図表で

は、χ2検定により統計上有意な結果を得た選択

肢６件を抜粋している。

「（５）人脈やネットワークの拡大」、「（６）料

理・酒類・食材等に関する情報の収集」、「（11）

従業員の確保」、「（12）従業員の教育・研修」及

び「（20）類似店との差別化」では、「個人経営

図表4-2-1-14　資本金額（問３）×今後（も）強化し

たい強み（問９）【抜粋】

11.2%

11.7%

17.8%

22.5%

22.8%

22.8%

15.7%

17.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

（３）知名度・

ブランド力

（８）メニュー・

料理の開発力

個人経営等

【n=205】
1,000万円未満

【n=129】
1,000万円以上

【n=92】
全体

【n=426】

※母数は資本金額について回答を得た事業所とした。
（３）知名度・ブランド力：　χ2＝7.071　自由度＝2　p＝0.029*　＊p＜0.05
（８）メニュー・料理の開発力
　：　χ2＝8.835 　自由度＝2　p＝0.012*　＊p＜0.05

図表4-2-1-15　資本金額（問３）×現在重要視している課題（問10（１））

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13） （14） （15） （16） （17） （18） （19） （20） （21）
個人経営 0.20 -1.38 -1.57 -1.15 -0.39 0.38 -0.11 0.01 -0.55 0.24 -0.20 -0.27 0.70 0.20 -0.19 -0.39 -0.85 -0.95 -0.32 0.02 0.09
1,000万円未満 0.51 -0.99 -1.43 -0.83 -0.23 0.44 0.00 0.08 -0.22 0.44 0.24 0.17 0.66 0.30 0.02 -0.22 -0.85 -0.85 -0.47 0.35 0.21
1,000万円以上 0.62 -0.99 -1.03 0.03 0.16 0.82 0.53 0.56 0.07 0.57 0.76 0.63 1.10 0.75 0.14 -0.15 -0.66 -0.75 -0.34 0.45 0.38
全体 0.39 -1.17 -1.40 -0.77 -0.21 0.50 0.07 0.16 -0.31 0.38 0.16 0.08 0.78 0.35 -0.05 -0.28 -0.81 -0.87 -0.37 0.22 0.19

-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

積
極
性
ス
コ
ア

個人経営 1,000万円未満 1,000万円以上 全体

（１）顧客の開拓、（２）イベントやコンテストへの出展、（３）海外市場への展開、（４）インバウンド需要・国際化への対応、（５）人脈やネットワーク

の拡大、（６）料理・酒類・食材等に関する情報の収集、（７）顧客に関する情報の収集、（８）顧客のニーズ等に関する情報の分析、（９）情報発信

力の強化、（10）注文への対応力の強化、（11）従業員の確保、（12）従業員の教育・研修、（13）店舗の雰囲気へのこだわり、（14）コンセプトの強

化、（15）食器・調理設備等への投資、（16）資金繰り・資金調達、（17）他の飲食店との連携、（18）飲食業以外の業種との連携、（19）周辺地域や

商店街との連携、（20）類似店との差別化、（21）創造性・創造力の強化
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等」から資本金額が増大するにつれ、回答割合が

高い。

コ　資本金額と人材に関する状況

資本金額別の人材に関する状況（問11）を、図

表4-2-1-17で見る。なお、同図表では、χ2検定

により統計上有意な結果を得た選択肢８件を抜粋

している。

ここで挙げたすべての選択肢（「１．正社員の

採用を重視している」、「３．従業員の採用が難

しい」、「４．専門的な人材の確保が課題である」、

「６．従業員の定着が課題である」、「８．従業員

が不足している」、「９．店舗の内装等をデザイ

ナーに委託している」、「10. 技術・技能の継承が

課題である」、「11．社内研修（OJT 含む）を重

視している」）について、「個人経営等」から資本

金額が増大するにつれ、回答割合が高くなる傾向

がある。

サ　資本金額と事業所及び設備に関する課題

資本金額別の「事業所及び設備に関する課題」

（問12）を、図表4-2-1-18で見る。なお、同図表

では、χ2検定により統計上有意な結果を得た選

6.3%

14.6%

8.8%

9.8%

6.8%

7.3%

10.1%

17.8%

7.8%

11.6%

10.1%

14.0%

18.5%

27.2%

18.5%

27.2%

22.8%

19.6%

10.1%

18.3%

10.6%

14.1%

11.3%

12.0%

0% 10% 20% 30%

（５）人脈や

ネットワークの拡大

（６）料理・酒類・食材

等に関する

情報の収集

（７）顧客に関する

情報収集

（11）従業員の確保

（12）従業員の

教育・研修

（20）類似店との

差別化

個人経営等

【n=205】
1,000万円未満

【n=129】
1,000万円以上

【n=92】
全体

【n=426】

※母数は資本金額について回答を得た事業所とした。
（５）人脈やネットワークの拡大
　：χ2＝10.307 　自由度＝2　p＝0.006*　＊p＜0.05
（６）料理・酒類・食材等に関する情報の収集
　：χ2＝6.704 　自由度＝2　p＝0.035*　＊p＜0.05
（７）顧客に関する情報の収集
　：χ2＝7.869 　自由度＝2　p＝0.020*　＊p＜0.05
（11）従業員の確保：　χ2＝16.843　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
（12）従業員の教育・研修
　：χ2＝16.515 　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
（20）類似店との差別化
　：χ2＝9.729 　自由度＝2　p＝0.008*　＊p＜0.05

図表4-2-1-16　資本金額（問３）×今後（も）取り組

んでいく課題（問10（１））【抜粋】

図表4-2-1-17　資本金額（問３）×人材に関する状況

（問11）【抜粋】

13.7%

31.7%

9.8%

19.7%

21.9%

2.2%

12.6%

1.6%

30.0%

44.2%

13.3%

25.0%

27.5%

5.0%

20.0%

2.5%

52.8%

65.2%

27.0%

36.0%

48.3%

13.5%

27.0%

14.6%

27.6%

43.1%

14.8%

25.0%

29.6%

5.6%

18.1%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．正社員の採用を

重視している

３．従業員の

採用が難しい

４．専門的な人材の

確保が課題である

６．従業員の定着

が課題である

８．従業員が

不足している

９．店舗の内装等

をデザイナーに

委託している

10．技術・技能の

継承が課題である

11．社内研修

(OJT含む)を
重視している

個人経営等

【n=183】
1,000万円未満

【n=120】
1,000万円以上

【n=89】
全体

【n=392】

※無回答は集計から除く。
１． 正社員の採用を重視している
　 ：χ2＝47.935 　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
３． 従業員の採用が難しい
　 ：χ2＝28.877 　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
４． 専門的な人材の確保が課題である
　 ：χ2＝14.803 　自由度＝2　p＝0.001*　＊p＜0.05
６． 従業員の定着が課題である
　 ：χ2＝9.051 　自由度＝2　p＝0.011*　＊p＜0.05
８． 従業員が不足している
　 ：χ2＝21.455 　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
９． 店舗の内装等をデザイナーに委託している
　 ：χ2＝14.938 　自由度＝2　p＝0.001*　＊p＜0.05
10． 技術 ・技能の継承が課題である
　 ：χ2＝9.284 　自由度＝2　p＝0.010*　＊p＜0.05
11． 社内研修 (OJT 含む)を重視している
　 ：χ2＝24.404 　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
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択肢３件を抜粋している。

「６．事業環境が悪い」を選択した事業所の割

合は、「個人経営等」が最も高く、「1,000万円未

満」、「1,000万円以上」と続く。「８．設備投資の

ための資金が不足している」では、「1,000万円未

満」と「個人経営等」が３割弱（26.6～29.7％）

で並んでおり、「1,000万円以上」の約１割に比較

して高い。「９．新店舗の出店を検討している」

では、「個人経営等」から資本金額が増大するに

つれ、割合が高くなる傾向がある。

シ　資本金額と港区での事業環境

資本金額別の「港区での事業環境」（問13（１））

を、図表4-2-1-19・20で見る。まず、「立地先の

選定で重要視する項目」（問13（１）①）を、図

表4-2-1-19で見る。なお、同図表では、χ2検定

により統計上有意な結果を得た選択肢５件を抜粋

している。

「（１）取引先・顧客が多く存在する」、「（４）

外国人が多い」、「（５）観光客が多い」、「（７）知

名度が高くブランド力がある」では、「個人経営

等」から資本金額が増大するにつれ、割合が高く

なる傾向がある。「（10）情報収集が容易である」

では、「個人経営等」と「1,000万円未満」が7.8％

で並んでいるのに対して、「1,000万円以上」では

16.3％と高い。

次に、資本金額別の「港区での事業環境の評

価」（問13（１）②）を見る。その際、次のよ

うに定義する「立地満足度スコア」を利用する。

「立地満足度スコア」とは、問13（１）の項目

（１）～（13）に対する評価「満足」「やや満足」

「どちらとも言えない」「やや不満」「不満」につ

いて、それぞれ＋２点、＋１点、０点、－１点、

－２点を配点したときの、グループ内の事業所の

得点の平均値である（図表4-2-1-20）。

多くの項目で、「1,000万円以上」、「1,000万円

未満」、「個人経営等」の順で高い。特に、「（４）

外国人が多い」及び「（５）観光客が多い」で

は、「立地満足度スコア」の開きが大きい。ま

た、「（１）取引先・顧客が多く存在する」、「（６）

交通の利便性が高い」、「（７）知名度が高くブラ

ンド力がある」及び「（12）同業者が多い」では、

「1,000万円未満」が「1,000万円以上」を上回っ

ていることも注目される。

図表4-2-1-18　資本金額（問３）×事業所及び設備に

関する課題（問12）【抜粋】

12.8%

26.6%

5.3%

5.9%

29.7%

11.9%

4.7%

10.6%

17.6%

9.0%

24.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40%

６．事業環境

が悪い

８．設備投資の

ための資金

が不足している

９．新店舗の

出店を検討

している

個人経営等

【n=188】
1,000万円未満

【n=118】
1,000万円以上

【n=85】
全体

【n=391】

※無回答は集計から除く。
６．事業環境が悪い：　χ2＝6.556 　自由度＝2　p＝0.038*　＊p＜0.05
８．設備投資のための資金が不足している
　：χ2＝11.137 　自由度＝2　p＝0.004*　＊p＜0.05
９．新店舗の出店を検討している
　：χ2＝10.579 　自由度＝2　p＝0.005*　＊p＜0.05

33.7%

9.3%

5.4%

25.4%

7.8%

39.5%

10.1%

9.3%

32.6%

7.8%

51.1%

22.8%

14.1%

41.3%

16.3%

39.2%

12.4%

8.5%

31.0%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（１）取引先・顧客

が多く存在する

（４）外国人が多い

（５）観光客が多い

（７）知名度が高く

ブランド力がある

（10）情報収集が

容易である

個人経営等

【n=205】
1,000万円未満

【n=129】
1,000万円以上

【n=92】
全体

【n=426】

※母数は資本金額について回答を得た事業所とした。 　
（１） 取引先 ・顧客が多く存在する

：χ2＝8.107 　自由度＝2　p＝0.017*　＊p＜0.05　
（４） 外国人が多い ： 　χ2＝11.664 　自由度＝2　p＝0.003*　＊p＜0.05
（５） 観光客が多い ： 　χ2＝6.479 　自由度＝2　p＝0.039*　＊p＜0.05
（７） 知名度が高くブランド力がある

：χ2＝7.757 　自由度＝2　p＝0.021*　＊p＜0.05　
（10） 情報収集が容易である

：χ2＝6.020 　自由度＝2　p＝0.049*　＊p＜0.05　

図表4-2-1-19　資本金額（問３）×立地先の選定で重

要視する項目（問13（１）①）【抜粋】
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ス　資本金額と今後の行政への期待

資本金額別の「今後の行政への期待」（問14）

を、図表4-2-1-21で見る。なお、同図表では、

χ2検定により統計上有意な結果を得た選択肢４

件を抜粋している。

「６．イベント・展示会等の開催又は出展支援」、

「８．事業紹介・マッチングの場の提供」及び「19．

周辺地域や商店街との連携支援」では、「1,000万

円以上」、「個人経営等」、「1,000万円未満」の順

で高い。「17．人材の育成支援」では、「個人経営

等」から資本金額が増大するにつれ、割合が高く

なっている。

（２）経営者の年齢による分析

ここでは、「経営者の年齢」（問５（１））別の

集計結果を見る。

なお、「経営者の年齢」（問５（１））の選択肢

のうち、「１．30歳未満」（０件）、「２．30歳代」

（19件）については、件数が少ないため、本節で

は、「１．30歳未満」、「２．30歳代」を選択した

事業所を「３．40歳代」（74件）に合算し、「50歳

未満」に分類した上で、分析を行う。

図表4-2-1-20　資本金額（問３）×港区での事業環境の評価（問13（１）②）

図表4-2-1-21　資本金額（問３）×今後の行政への期

待（問14）【抜粋】

0% 10% 20% 30% 40% 50%

個人経営等

【n=156】
1,000万円未満

【n=112】
1,000万円以上

【n=77】
全体

【n=345】

※無回答は集計から除く。
６． イベント ・ 展示会等の開催又は出展支援
　 ：χ2＝9.787 　自由度＝2　p＝0.007*　＊p＜0.05
８． 事業紹介 ・ マッチングの場の提供
　 ：χ2＝7.823 　自由度＝2　p＝0.020*　＊p＜0.05
17． 人材の育成支援
　 ：χ2＝21.062 　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
19． 周辺地域や商店街との連携支援
　 ：χ2＝6.007 　自由度＝2　p＝0.050

8.3%

6.4%

9.0%

12.8%

6.3%

2.7%

15.2%

9.8%

19.5%

13.0%

32.5%

22.1%

10.1%

6.7%

16.2%

13.9%

６．イベント・

展示会等の

開催又は

出展支援

８．事業紹介・

マッチング

の場の提供

17．人材の

育成支援

19．周辺地域や

商店街との

連携支援

（１）取引先・顧客が多く存在する、（２）在勤者が多い、（３）若い人が多い、（４）外国人が多い、（５）観光客が多い、（６）交通の利便性が高い、

（７）知名度が高くブランド力がある、（８）他社との連携が容易である、（９）クリエイティブな人材が集まる、（10）情報収集が容易である、（11）関連

業種が多い、（12）同業者が多い、（13）支援策の充実

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13）
個人経営等 0.70 0.79 0.02 0.14 -0.21 1.14 0.75 0.06 0.28 0.36 0.18 0.34 -0.37
1,000万円未満 1.11 0.96 0.12 0.42 0.07 1.38 1.22 0.09 0.44 0.34 0.38 0.42 -0.03
1,000万円以上 1.00 1.12 0.37 0.86 0.69 1.31 1.19 0.17 0.58 0.47 0.44 0.41 -0.13
全体 0.91 0.92 0.14 0.42 0.10 1.25 1.01 0.10 0.41 0.39 0.30 0.38 -0.20
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個人経営等 1,000万円未満 1,000万円以上 全体
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ア　経営者の年齢と開業時期

経営者の年齢別に「開業時期」（問２（２）①）

を見る（図表4-2-2-1）。経営者の年齢が高いほ

ど、「1989年まで」、「1990～1999年」の割合が高

い傾向がある。一方で、経営者の年齢が低いほ

ど、「2000～2009年」、「2010年以降」の割合が高

い。以上のことから、経営者の年齢が高い事業所

ほど開業時期が古い傾向があることがわかる。

イ　経営者の年齢と経営者の性別

経営者の年齢別に「経営者の性別」（問５（２））

を見る（図表4-2-2-2）。どの年齢においても「女

性」の割合が低く、最も低いのは「50歳未満」が

14.0％、次いで「60歳代」が20.6％、「50歳代」

が21.6％「70歳以上」32.8％で続く。「女性」の

割合が最も低い「50歳未満」は、最も高い「70歳

以上」より18.8ポイント低く、おおむねではある

が、経営者の年齢が高いほど、経営者の性別が女

性である割合が高い。

ウ　経営者の年齢と業界の特徴

経営者の年齢別の「業界の特徴」（問６（３））

を、図表4-2-2-3で見る。なお、同図表では、χ2

検定により統計上有意な結果を得た６件を抜粋し

ている。

同図表より、「２．高級化が進んでいる」、「４．

海外からの訪日客の取込みが課題である」、「６．

専門知識が問われている」、「７．人材の確保が難

しい」では、経営者の年齢が低いほど回答割合

図表4-2-2-1　経営者の年齢（問５（１））×開業時期

（問２（２）①）

25.3%

38.4%

55.7%

74.3%

4.4%

13.4%

18.9%

17.4%

30.8%

25.9%

22.1%

6.4%

39.6%

22.3%

3.3%

1.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳未満

【n=91】

50歳代

【n=112】

60歳代

【n=122】

70歳以上

【n=109】

1989年まで 1990～1999年 2000～2009年 2010年以降

※無回答は集計から除く。χ2=116.061自由度＝9 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-2-2　経営者の年齢（問５（１））×経営者の

性別（問５（２）

86.0%

78.4%

79.4%

67.2%

14.0%

21.6%

20.6%

32.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳未満

【n=93】

50歳代

【n=116】

60歳代

【n=126】

70歳以上

【n=116】

男性 女性

※無回答は集計から除く。χ2=11.141自由度＝3 p＝0.011* ＊p＜0.05

図表4-2-2-3　経営者の年齢（問５（１））×業界の特

徴（問６（３））【抜粋】

16.3%

17.4%

30.4%

33.7%

79.3%

14.1%

8.7%

22.6%

18.3%

20.0%

66.1%

35.7%

5.7%

37.7%

10.7%

16.4%

56.6%

23.8%

6.1%

45.6%

14.0%

11.4%

41.2%

19.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

２.高級化が
進んでいる

３.顧客が
固定化

されている

４.海外からの
訪日客の
取込みが

課題である

６.専門知識が

問われている

７.人材の確保
が難しい

９.店舗の
ロケーション

が重要である

50歳未満

【n=92】
50歳代

【n=115】
60歳代

【n=122】
70歳以上

【n=114】

※無回答は集計から除く。

２.高級化が進んでいる： χ2＝8.884 自由度＝3 p＝0.031* ＊p<0.05
３.顧客が固定化されている
：χ2＝25.355 自由度＝3 p＝0.000* ＊p<0.05

４.海外からの訪日客の取込みが課題である
：χ2＝15.535 自由度＝3 p＝0.001* ＊p<0.05

６.専門知識が問われている：

：χ2＝17.241 自由度＝3 p＝0.001* ＊p<0.05
７.人材の確保が難しい：χ2＝33.410 自由度＝3 p＝0.000*＊p<0.05
９.店舗のロケーションが重要である
：χ2＝14.965 自由度＝3 p＝0.002* ＊p<0.05
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が高い傾向がある。一方で、「３．顧客が固定化

されている」については、経営者の年齢が高い

ほど回答割合が高いことがわかる。「９．店舗の

ロケーションが重要である」では「50歳代」が

35.7％で最も高く、「60歳代」23.8％、「70歳以上」

19.3％、「50歳未満」14.1％で続く。

エ　経営者の年齢と経営状況　

（ア）直近年度の売上高

経営者の年齢別に「直近年度の売上高」（問７

（１））を見る（図表4-2-2-4）。「1,000万円未満」、

「1,000～3,000万円未満」の合計は、経営者の年

齢が高いほどその割合が高い。一方で「3,000万

～１億円未満」、「１～５億円未満」、「５億円以

上」の合計では、経営者の年齢が高いほどその割

合が低い。以上のことから、経営者の年齢が高く

なるほど、直近年度の売上が低くなる傾向を確認

できる。

（イ）最近の売上げの推移

経営者の年齢別に「最近の売上の推移」（問７

（２））を見る（図表4-2-2-5）。なお、問７（２）

では、「増加した」と「やや増加した」の合計を

「増加傾向」、「減少した」と「やや減少した」の

合計を「減少傾向」と分類した。直近年度の売

上高が「増加傾向」と回答した割合は、「50歳未

満」が50.6％、「50歳代」が31.9％、「60歳代」が

22.6％、「70歳以上」が21.7％であり、経営者の

年齢が低い事業所ほど「増加傾向」と回答した

割合が高い。一方、直近年度の売上高が「減少

傾向」と回答した割合は、「50歳未満」が29.2％、

「50歳代」が36.2％、「60歳代」が52.4％、「70歳

以上」が53.9％であり、経営者の年齢が高い事業

所ほど「減少傾向」と回答した割合が高い。経営

者の年齢が低い事業所は売上げが増加傾向である

のに対し、経営者の年齢が高い事業所の経営は厳

しい状況がわかる。

（ウ）今後の事業予定

経営者の年齢別に「今後の事業予定」（問７

（４））を見る（図表4-2-2-6）。経営者の年齢が低

いほど、おおむね「事業規模の拡大」の割合が高

図表4-2-2-4　経営者の年齢（問５（１））×直近年度

の売上高（問７（１））

12.0%

23.0%

26.4%

25.2%

33.7%

29.2%

34.4%

42.3%

32.6%

25.7%

27.2%

23.4%

18.5%

16.8%

8.8%

6.3%

3.3%

5.3%

3.2%

2.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳未満
【n=92】

50歳代
【n=113】

60歳代
【n=125】

70歳以上
【n=111】

1,000万円未満 1,000～3,000万円未満

3,000万～１億円未満 １～５億円未満

５億円以上

※無回答は集計から除く。χ2=20.854自由度＝12 p＝0.053

図表4-2-2-5　経営者の年齢（問５（１））×最近の売

上の推移（問７（２））

50.6%

31.9%

22.6%

21.7%

20.2%

31.9%

25.0%

24.3%

29.2%

36.2%

52.4%

53.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳未満
【n=89】

50歳代
【n=116】

60歳代
【n=124】

70歳以上
【n=115】

増加傾向 変わらない 減少傾向

※無回答は集計から除く。χ2=30.803自由度＝6 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-2-6　経営者の年齢と今後の事業予定（問７

（４））

16.5%

14.2%

4.1%

9.1%

64.8%

65.5%

69.7%

59.1%

7.7%

9.7%

17.2%

19.1%

6.6%

2.7%

1.6%

2.7%

4.4%

8.0%

7.4%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50歳未満
【n=91】

50歳代
【n=113】

60歳代
【n=122】

70歳以上
【n=110】

事業規模の拡大 同程度の事業規模で継続

事業規模の縮小 異なる事業領域への進出

その他

※無回答は集計から除く。χ2=24.036自由度＝12 p＝0.020* ＊p＜0.05
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く、「事業規模の縮小」の割合が低い傾向がある。

「同程度の事業規模で継続」、「異なる事業領域へ

の進出」については、経営者の年齢による差が小

さい。また、経営者の年齢が高いほど、事業規模

の縮小を考えている割合が高い傾向にある。

オ　経営者の年齢と店舗や料理等の特徴

経営者の年齢別の「店舗や料理等の特徴」（問

８）を、図表4-2-2-7で見る。なお、同図表では、

χ2検定により統計上有意な結果を得た選択肢５

件を抜粋している。

本図表からは、経営者の年齢が低いほど、店

舗や料理等の特徴として「１．メニューやサー

ビスのオリジナリティ」、「３．料理や酒類のコ

ンビネーション」、「５．ストーリー性」を挙げ

た割合が高いことが分かる。「１．メニューや

サービスのオリジナリティ」では、「50歳未満」

から「70歳以上」までそれぞれ、65.2％、56.1％、

50.0％、35.1％である。同様に、「３．料理や酒

類のコンビネーション」では、46.7％、34.2％、

30.3％、19.3％である。「５．ストーリー性」では、

29.3％、19.3％、7.4％、4.4％である。「７．日本

の伝統文化」では、「50歳未満」38.0％が最も高く、

「70歳以上」28.1 ％、「50歳代」26.3 ％、「60歳

代」18.9％である。「11. 食器へのこだわり」では、

「50歳未満」23.9％が最も高く、「60歳代」16.4％、

「50歳代」14.0％、「70歳以上」9.6％である。

カ　経営者の年齢と事業所の強み

経営者の年齢別に「現在の事業所の強み」（問

９）を見る。その際、次のように定義する「強

みスコア」を利用する。「強みスコア」とは、問

９の項目（１）～（10）に対する評価「あては

まる」「ややあてはまる」「どちらともいえない」

「あまりあてはまらない」「あてはまらない」につ

いて、それぞれ＋２点、＋１点、０点、－１点、

－２点を配点したときの、グループ内の事業所の

得点の平均値である（図表4-2-2-8）。

「（４）顧客や取引先への PR 力」、「（５）ビジ

ネスモデル」、「（７）メニュー・料理のコンセプ

ト」、「（８）メニュー・料理の開発力」、「（９）メ

ニュー・料理の創造性」、「（10）店舗・内装のデ

ザイン」では、経営者の年齢が低いほど、おお

むね「強みスコア」が高い傾向がある。一方で、

「（１）実績」については、「70歳以上」が1.08ポ

イントで最も高く、経営者の年齢が低いほど「強

みスコア」が低いことから、経営者は年齢が高い

ほど、それまでの実績を強みと思う傾向があるこ

とがわかる。

キ　経営者の年齢と事業所が重要視する課題

経営者の年齢別に「現在重要視している課題」

（問10（１））を見る。その際、次のように定義す

る「積極性スコア」を利用する。「積極性スコア」

とは、問10（１）の項目（１）～（21）に対する

評価「積極的」「やや積極的」「どちらともいえな

い」「やや消極的」「消極的」について、それぞれ

＋２点、＋１点、０点、－１点、－２点を配点し

図表4-2-2-7　経営者の年齢（問５（１）×店舗や料

理等の特徴（問８）【抜粋】

65.2%

46.7%

29.3%

38.0%

23.9%

56.1%

34.2%

19.3%

26.3%

14.0%

50.0%

30.3%

7.4%

18.9%

16.4%

35.1%

19.3%

4.4%

28.1%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

３．料理や酒類の

コンビネーション

５．ストーリー性

７．日本の伝統文化

50歳未満
【n=92】

50歳代
【n=114】

60歳代
【n=122】

70歳以上
【n=114】

１．メニューや

オリジナリティ
サービスの

11．食器への
こだわり

※無回答は集計から除く。
１.メニューやサービスのオリジナリティ

：χ2＝20.243 自由度＝3 p＝0.000* ＊p<0.05
３.料理や酒類のコンビネーション

：χ2＝18.078 自由度＝3 p＝0.000* ＊p<0.05
５.ストーリー性：χ2＝33.327 自由度＝3 p＝0.000* ＊p<0.05
７.日本の伝統文化

：χ2＝9.856 自由度＝3 p＝0.020* ＊p<0.05
11.食器へのこだわり

：χ2＝8.161 自由度＝3 p＝0.043* ＊p<0.05
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たときの、グループ内の事業所の得点の平均値で

ある（図表4-2-2-9）。

項目によらず、経営者の年齢が低いほうが「積

極性スコア」が高い傾向がある。各項目で最もス

コアが高いのは、「50歳未満」もしくは「50歳代」

となっている。一方で、「70歳以上」はすべての

項目において、「積極性スコア」がもっとも低い。

年齢別に「積極性スコア」の最大・最小値の差を

求めると、「（４）インバウンド需要・国際化への

対応」0.96ポイントが大きく、また「（３）海外

図表4-2-2-9　経営者の年齢（問５（１）×現在重要視している課題（問10（１））

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10）

50歳未満 0.81 0.70 0.61 0.00 -0.09 -0.15 0.99 0.53 0.48 0.45

50歳代 0.87 0.57 0.43 -0.08 -0.30 -0.19 0.67 0.30 0.21 0.36

60歳代 0.91 0.62 0.44 -0.17 -0.57 -0.27 0.32 -0.01 -0.06 0.14

70歳以上 1.08 0.52 0.65 -0.19 -0.59 0.00 0.28 -0.02 -0.04 -0.04

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

強
み
ス
コ
ア

50歳未満 50歳代 60歳代 70歳以上

（１） 実績、 （２） 企業理念、 （３） 知名度・ブランド力、 （４） 顧客や取引先への PR 力、 （５） ビジネスモデル、 （６） 価格競争力、 （７） メニュー・

料理のコンセプト、 （８） メニュー ・料理の開発力、 （９） メニュー ・料理の創造性、 （10） 店舗 ・内装のデザイン

図表4-2-2-8　経営者の年齢（問５（１）×現在の事業所の強み（問９）

（１）顧客の開拓、（２）イベントやコンテストへの出展、（３）海外市場への展開、（４）インバウンド需要・国際化への対応、（５）人脈やネットワーク

の拡大、（６）料理・酒類・食材等に関する情報の収集、（７）顧客に関する情報の収集、（８）顧客のニーズ等に関する情報の分析、（９）情報発信

力の強化、（10）注文への対応力の強化、（11）従業員の確保、（12）従業員の教育・研修、（13）店舗の雰囲気へのこだわり、（14）コンセプトの強

化、（15）食器・調理設備等への投資、（16）資金繰り・資金調達、（17）他の飲食店との連携、（18）飲食業以外の業種との連携、（19）周辺地域や

商店街との連携、（20）類似店との差別化、（21）創造性・創造力の強化

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13） （14） （15） （16） （17） （18） （19） （20） （21）
50歳未満 0.57 -0.92 -0.89 -0.19 0.35 0.99 0.38 0.34 0.05 0.61 0.48 0.52 1.14 0.89 0.32 0.06 -0.48 -0.48 -0.11 0.82 0.80
50歳代 0.80 -0.94 -1.24 -0.30 0.01 1.10 0.44 0.48 0.11 0.62 0.48 0.34 1.17 0.66 0.06 -0.22 -0.60 -0.63 -0.04 0.56 0.46
60歳代 0.65 -1.29 -1.44 -0.89 -0.19 0.57 0.16 0.22 -0.36 0.50 0.37 0.20 0.96 0.32 0.03 -0.27 -0.80 -0.98 -0.45 0.19 0.11
70歳以上 0.49 -1.30 -1.68 -1.15 -0.38 0.23 -0.05 0.14 -0.38 0.33 0.03 -0.05 0.60 0.19 -0.17 -0.29 -1.00 -1.08 -0.52 -0.01 0.11

-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

積
極
性
ス
コ
ア

50歳未満 50歳代 60歳代 70歳以上
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市場への展開」0.79ポイントの差も大きい。経営

者の年齢が低いほど、海外市場や海外の顧客への

関心が高く、年齢による差が大きいことがわかる。

ク　経営者の年齢と人材に関する状況

経営者の年齢別の「人材に関する状況」（問11）

を、図表4-2-2-10で見る。なお、同図表では、χ2

検定により統計上有意な結果を得た選択肢３件を

抜粋している。

まず、「１．正社員の採用を重視している」を

見ると、「50歳未満」37.4％、「50歳代」30.4％、

「60歳代」24.6％、「70歳以上」18.0％である。「６．

従業員の定着が課題である」については、「50

歳未満」35.2％、「50歳代」26.8％、「60歳代」

16.9％、「70歳以上」23.0％である。「８．従業

員が不足している」については、「50歳未満」

39.6％、「50歳代」33.9％、「60歳代」22.9％、「70

歳以上」24.0％である。いずれの項目においても、

若い経営者ほど割合が高い傾向にある。

ケ　経営者の年齢と港区での事業環境

（ア）立地先の選定で重要視する項目

経営者の年齢別の「立地先の選定で重要視する

項目」（問13（１）①）を、図表4-2-2-11で見る。

なお、同図表では、χ2検定により統計上有意な

結果を得た選択肢４件を抜粋している。

本図表からは、経営者の年齢が低いほど、立地

先の選定で重要視する項目として「（７）知名度

が高くブランド力がある」、「（８）他社との連携

が容易である」「（９）クリエイティブな人材が集

まる」「（13）支援策の充実」を挙げた割合が高い

ことが分かる。「（７）知名度が高くブランド力が

ある」では、「50歳未満」から「70歳以上」まで

それぞれ、54.4％、51.3％、44.3％、26.4％であ

る。同様に、「（８）他社との連携が容易である」

では、14.7％、7.7％、5.2％、0.0％である。「（９）

クリエイティブな人材が集まる」では、27.9％、

20.5％、13.4％、8.3％である。「（13）支援策の充

実」では、16.2％、11.5％、7.2％、2.8％である。

このことから若い経営者ほど、立地先の選定で重

要視する項目として、多くの項目を捉えているこ

とがわかる。

図表4-2-2-10　経営者の年齢（問５（１）×人材に関

する状況（問11）【抜粋】

37.4%

35.2%

39.6%

30.4%

26.8%

33.9%

24.6%

16.9%

22.9%

18.0%

23.0%

24.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１.正社員の
採用を重視

している

６.従業員の定着
が課題である

８.従業員が
不足している

50歳未満
【n=91】

50歳代
【n=112】

60歳代
【n=118】

70歳以上
【n=100】

※無回答は集計から除く。
１.正社員の採用を重視している
：χ2＝9.965 自由度＝3 p＝0.019* ＊p<0.05

６.従業員の定着が課題である
：χ2＝9.512 自由度＝3 p＝0.023* ＊p<0.05

８.従業員が不足している
：χ2＝9.382 自由度＝3 p＝0.025* ＊p<0.05

図表4-2-2-11　経営者の年齢（問５（１））×立地先

の選定で重要視する項目（問13（１）①）

【抜粋】

54.4%

14.7%

27.9%

16.2%

51.3%

7.7%

20.5%

11.5%

44.3%

5.2%

13.4%

7.2%

26.4%

0.0%

8.3%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（７）知名度が高く

ブランド力がある

（８）他社との連携
が容易である

（９）クリエイティブ
な人材が集まる

（13）支援策
の充実

50歳未満

【n=68】
50歳代

【n=78】
60歳代

【n=97】
70歳以上

【n=72】

※無回答は集計から除く。
（７）知名度が高くブランド力がある
：χ 2＝14.245. 自由度＝3 p＝0.003* ＊p<0.05

（８）他社との連携が容易である
：χ 2＝12.803 自由度＝3 p＝0.005* ＊p<0.05

（９）クリエイティブな人材が集まる
：χ 2＝11.282 自由度＝3 p＝0.010* ＊p<0.05

（13）支援策の充実
：χ 2＝8.595 自由度＝3 p＝0.035* ＊p<0.05



港区におけるクリエイティブ産業実態調査報告書 147

経営者の年齢別に一貫した傾向を読み取ること

は困難であるが、年齢別に「立地満足度スコア」

の最大・最小値の差を求めると、「（６）交通の利

便性が高い」0.11ポイントが小さい。年齢別に見

ても、「50歳未満」を除く全年齢において、全項

目中で最も高いことから、経営者は年齢に関わら

ず、交通の利便性が高い点で港区の事業環境を評

価していることがわかる。一方、「（５）観光客が

多い」0.77ポイント、「（４）外国人が多い」0.64

ポイントは差が大きく、経営者の年齢が低いほど、

おおむね「立地満足度」が高い傾向がある。その

うち「（５）観光客が多い」は、「50歳未満」、「50

歳代」で0.46、0.35ポイントであるのに対し、「70

歳以上」ではマイナス0.31ポイントであり、年齢

によって観光客の見方が異なることが考えられる。

コ　経営者の年齢と今後の行政への期待

経営者の年齢別の「今後の行政への期待」（問

14）を、図表4-2-2-13で見る。なお、同図表では、

χ2検定により統計上有意な結果を得た選択肢３

件を抜粋している。

同図表より、「20．公的機関（学校等）との連

携支援」では、経営者の年齢が低いほど回答割合

が高い傾向がある。一方で、「22．特にない」に

ついては、経営者の年齢が高いほど回答割合が高

く、年齢の高い経営者ほど、行政に対して求めて

いることが希薄であることがわかる。「17．人材

の育成支援」では、「50歳未満」、「50歳代」が約

２割であるのに対し、「60歳代」、「70歳以上」は

約１割にとどまる。

（イ）港区での事業環境の評価

次いで、経営者の年齢別に「港区での事業環境

の評価」（問13（１）②）を見る。その際、次の

ように定義する「立地満足度スコア」を利用す

る。「立地満足度スコア」とは、問13（１）の項

目（１）～（13）に対する評価「満足」「やや満

足」「どちらともいえない」「やや不満」「不満」

について、それぞれ＋２点、＋１点、０点、－１

点、－２点を配点したときの、グループ内の事業

所の得点の平均値である（図表4-2-2-12）。

図表4-2-2-12　経営者の年齢（問５（１））×港区での事業環境の評価（問13（１）②）

（１） 取引先 ・顧客が多く存在する、 （２） 在勤者が多い、 （３） 若い人が多い、 （４） 外国人が多い、 （５） 観光客が多い、 （６） 交通の利

便性が高い、 （７） 知名度が高くブランド力がある、 （８） 他社との連携が容易である、 （９） クリエイティブな人材が集まる、 （10） 情報収集

が容易である、 （11） 関連業種が多い、 （12） 同業者が多い、 （13） 支援策の充実

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13）
50歳未満 1.15 0.88 0.17 0.76 0.46 1.20 1.29 0.11 0.53 0.18 0.43 0.40 0.05

50歳代 0.96 1.07 0.24 0.67 0.35 1.31 1.01 0.44 0.68 0.71 0.40 0.40 -0.09

60歳代 0.75 0.82 0.03 0.12 0.00 1.23 0.92 0.03 0.15 0.41 0.28 0.31 -0.40

70歳以上 0.82 0.89 0.24 0.27 -0.31 1.20 0.82 -0.14 0.11 0.28 0.21 0.45 -0.40

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50
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（３）経営者の性別による分析

ここでは、経営者の性別（問５（２））による

集計結果を見る。

ア　経営者の性別と正規従業者数

経営者の性別と「正規従業者数」（問４（１））

を見る（図表4-2-3-1）。「男性」は「２人以下」、

「３～５人」がそれぞれ４割程度で、「６～10人」

も１割強である。一方、「女性」は「２人以下」

が約７割、「３～５人」が２割強である。「男性」

より「女性」の方が、正規従業者数が少ない傾向

がある。

イ　経営者の性別と業界の特徴

経営者の性別と「業界の特徴」（問６（３））を、

図表4-2-3-2で見る。なお、同図表では、χ2検定

により統計上有意な結果を得た選択肢４件を抜粋

している。

「男性」は、「７．人材の確保が難しい」、「８．

従業員の教育・研修が重要である」で「女性」よ

り20ポイント以上高い。一方、「女性」は「３．

顧客が固定化されている」で「男性」を12ポイ

ント上回っている。「12. 飲食業以外の業種との

連携が課題である」は、男女共に割合は低いが、

「男性」の方が高い。

ウ　経営者の性別と経営状況

（ア）直近年度の売上高

経営者の性別と「直近年度の売上高」（問７

（１））を見る（図表4-2-3-3）。「男性」は、「3,000

万～１億円未満」、「１～５億円未満」、「５億円

図表4-2-3-1　経営者の性別（問５（２））×正規従業

者数（問４（１））

69.2%

42.2%

23.1%

38.9%

5.5%

11.1%

2.2%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

【n=91】

男性

【n=332】

２人以下 ３～５人 ６～10人 11人以上

※無回答は集計から除く。 χ2＝21.635  自由度＝3 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-3-2　経営者の性別（問５（２））×業界の特

徴（問６（３）） 【抜粋】

2.0%

16.0%

40.0%

41.0%

7.6%

36.3%

65.4%

29.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

12.飲食業以外の業種
との連携が課題である

８.従業員の教育・研修
が重要である

７.人材の確保が難しい

３.顧客が固定化
されている

男性【n=344】 女性【n=100】

※無回答は集計から除く。

３.顧客が固定化されている
：χ2＝5.088  自由度＝1 p＝0.024* ＊p＜0.05

７.人材の確保が難しい：χ2＝20.785  自由度＝1 p＝0.000* ＊p＜0.05
８.従業員の教育・研修が重要である
：χ2＝14.786  自由度＝1 p＝0.000* ＊p＜0.05

12.飲食業以外の業種との連携が課題である
：χ2＝4.051  自由度＝1 p＝0.044* ＊p＜0.05

図表4-2-3-3　経営者の性別（問５（２））×直近年度

の売上高（問７（１））

38.5%

17.9%

37.5%

34.1%

14.6%

30.3%

8.3%

13.3%

1.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性
【n=96】

男性
【n=346】

1,000万円未満 1,000～3,000万円未満

3,000万～1億円未満 １～５億円未満 ５億円以上

※無回答は集計から除く。 χ2＝25.220  自由度＝4 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-2-13　経営者の年齢（問５（１））×今後の

行政への期待（問14）【抜粋】

19.5%

11.0%

17.1%

23.2%

5.1%

19.2%

9.6%

3.2%

33.0%

12.8%

1.2%

36.0%

0% 10% 20% 30% 40%

17.人材の
育成支援

20.公的機関
（学校等）

との連携支援

22.特にない

50歳未満

【n=82】
50歳代

【n=99】
60歳代

【n=94】
70歳以上

【n=86】

※無回答は集計から除く。

17.人材の育成支援：χ2＝7.983 自由度＝3 p＝0.046* ＊p<0.05
20.公的機関（学校等）との連携支援

：χ2＝9.503 自由度＝3 p＝0.023* ＊p<0.05
22.特にない： χ2＝12.555 自由度＝3 p＝0.006* ＊p<0.05
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以上」の合計が約半数である。一方、「女性」は

「1,000万円未満」、「1,000～3,000万円未満」の合

計が７割半程度を占めている。「女性」の方が

「男性」よりも、直近年度の売上高が相対的に低

いことが確認できる。

（イ）今後の事業予定

経営者の性別と「今後の事業予定」（問７（４））

を見る（図表4-2-3-4）。「男性」、「女性」ともに、

「同程度の事業規模で継続」が６割強である。ま

た、「異なる事業領域への進出」では、「男性」

4.1％に対して「女性」0.0％、「事業規模の拡大」

では、「男性」11.5％に対して「女性」7.2％であ

ることから、「男性」は「女性」より事業を拡大

や、別分野への進出の意欲が高い傾向を確認でき

る。

エ　経営者の性別と店舗や料理等の特徴

経営者の性別と「店舗や料理等の特徴」（問８）

を、図表4-2-3-5で見る。なお、同図表では、χ2

検定により統計上有意な結果を得た選択肢３件を

抜粋している。

「男性」は「４．食材」で「女性」より23.6ポ

イント高く、「３．料理や酒類のコンビネーショ

ン」でも12.4ポイント高い。一方、「女性」は「２．

健康的」で10.1ポイント「男性」より高い。

オ　経営者の性別と現在の事業所の強み

経営者の性別と「現在の事業所の強み」（問９）

を見る。その際、次のように定義する「強みス

コア」を利用する。「強みスコア」とは、問９の

項目（１）～（10）に対する評価「あてはまる」

「ややあてはまる」「どちらともいえない」「あま

りあてはまらない」「あてはまらない」について、

それぞれ＋２点、＋１点、０点、－１点、－２点

を配点したときの、男女別の得点の平均値である

（図表4-2-3-6）。

「男性」は、10項目中９項目で「女性」よりポ

イントが高い。男女ともに、「（１）実績」を一番

の強みと評価している。相対的に、「強みスコア」

に性別による大きな差はない。

カ　経営者の性別と現在重要視している課題

経営者の性別と「現在重要視している課題」

（問10（１））を見る。その際、次のように定義す

る「積極性スコア」を利用する。「積極性スコア」

とは、問10（１）の項目（１）～（21）に対する

評価「積極的」「やや積極的」「どちらともいえな

い」「やや消極的」「消極的」について、それぞれ

＋２点、＋１点、０点、－１点、－２点を配点し

たときの、男女別の得点の平均値である（図表

4-2-3-7）。

男女ともに、「（６）料理・酒類・食材等に関す

る情報の収集」、「（13）店舗の雰囲気へのこだわ

り」の「積極性スコア」が高いことがわかる。相

対的に、各項目とも性別による大きな差はない。

図表4-2-3-5　経営者の性別（問５（２））×店舗や料

理等の特徴（問８） 【抜粋】

31.3%

22.2%

35.4%

54.9%

34.6%

25.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

４.食材

３.料理や酒類の

コンビネーション

２.健康的

男性【n=344】 女性【n=99】

※無回答は集計から除く。

２.健康的 : χ2＝3.901  自由度＝1 p＝0.048* ＊p＜0.05
３.料理や酒類のコンビネーション: χ2＝5.422  自由度＝1 p＝0.020* ＊p＜0.05
４.食材 : χ2＝17.169  自由度＝1 p＝0.000* ＊p＜0.05

図表4-2-3-4　経営者の性別（問５（２））×今後の事

業予定（問７（４））

7.2%

11.5%

62.9%

65.6%

15.5%

13.2%

0.0%

4.1%

14.4%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性
【n=97】

男性
【n=340】

事業規模の拡大 同程度の事業規模で継続

事業規模の縮小 異なる事業領域への進出 その他

※無回答は集計から除く。 χ2＝13.468  自由度＝4 p＝0.009* ＊p＜0.05
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図表4-2-3-7　経営者の性別（問５（２））×現在重要視している課題（問10（１））

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13） （14） （15） （16） （17） （18） （19） （20） （21）
男性 0.46 -0.76 -0.87 -0.53 -0.07 0.78 0.22 0.28 -0.09 0.53 0.37 0.26 0.97 0.57 0.13 -0.14 -0.73 -0.76 -0.30 0.42 0.44
女性 0.40 -0.84 -1.10 -1.00 -0.05 0.56 0.26 0.38 -0.37 0.49 0.23 0.20 0.97 0.27 -0.23 -0.38 -0.68 -0.93 -0.21 0.25 0.07

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

積
極
性
ス
コ
ア

男性 女性

（１）顧客の開拓、（２）イベントやコンテストへの出展、（３）海外市場への展開、（４）インバウンド需要・国際化への対応、（５）人脈やネットワーク

の拡大、（６）料理・酒類・食材等に関する情報の収集、（７）顧客に関する情報の収集、（８）顧客のニーズ等に関する情報の分析、（９）情報発信

力の強化、（10）注文への対応力の強化、（11）従業員の確保、（12）従業員の教育・研修、（13）店舗の雰囲気へのこだわり、（14）コンセプトの強

化、（15）食器・調理設備等への投資、（16）資金繰り・資金調達、（17）他の飲食店との連携、（18）飲食業以外の業種との連携、（19）周辺地域や

商店街との連携、（20）類似店との差別化、（21）創造性・創造力の強化

図表4-2-3-6　経営者の性別（問５（２））×現在の事業所の強み（問９）

（１） 実績、 （２） 企業理念、 （３） 知名度・ブランド力、 （４） 顧客や取引先への PR 力、 （５） ビジネスモデル、 （６） 価格競争力、 （７） メニュー・

料理のコンセプト、 （８） メニュー ・料理の開発力、 （９） メニュー ・料理の創造性、 （10） 店舗 ・内装のデザイン

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10）

男性 0.98 0.62 0.59 -0.05 -0.31 -0.13 0.63 0.25 0.20 0.22

女性 0.70 0.53 0.26 -0.34 -0.67 -0.26 0.30 0.00 -0.08 0.24

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

強
み
ス
コ
ア

男性 女性
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キ　経営者の性別と人材に関する状況

経営者の性別と「人材に関する状況」（問11）

を、図表4-2-3-8で見る。なお、同図表では、χ2

検定により統計上有意な結果を得た選択肢４件を

抜粋している。

「男性」は、「１．正社員の採用を重視してい

る」、「３．従業員の採用が難しい」、「６．従業員

の定着が課題である」、「８．従業員が不足してい

る」の４項目すべてで、「女性」よりも回答した

割合が高い。

ク　経営者の性別と事業所及び設備に関する課題

経営者の性別と「事業所及び設備に関する課

題」（問12）を、図表4-2-3-9で見る。なお、同図

表では、χ2検定により統計上有意な結果を得た

選択肢１件を抜粋している。

「１．調理設備を増強したい」で、「男性」が

「女性」より回答割合が10ポイント程度高い。「男

性」の方が、課題として調理設備増強の意欲が高

いことが確認できる。

ケ　経営者の性別と港区での事業環境

（ア）立地先の選定で重要視する項目

経営者の性別と「立地先の選定で重要視する

項目」（問13（１）①）を、図表4-2-3-10で見る。

なお、同図表では、χ2検定により統計上有意な

結果を得た選択肢１件を抜粋している。

「（12）同業者が多い」で、「女性」が「男性」

より回答割合が10ポイント程度高い。「女性」の

方が、立地先を選定する際、同業者が多いことを

重要視していることが確認できる。

（イ）港区での事業環境の評価

経営者の性別と「港区での事業環境の評価」

（問13（１）②）を見る。その際、次のように定

義する「立地満足度スコア」を利用する。「立地

満足度スコア」とは、問13（１）の項目（１）～

（13）に対する評価「満足」「やや満足」「どちら

ともいえない」「やや不満」「不満」について、そ

れぞれ＋２点、＋１点、０点、－１点、－２点を

配点したときの、男女別の得点の平均値である

（図表4-2-3-11）。

「男性」は、「（４）外国人が多い」、「（５）観光

客が多い」で「女性」より評価が高く、「女性」

は「（１）取引先・顧客が多く存在する」、「（７）

知名度が高くブランド力がある」で「男性」より

評価が高い。それ以外の項目において、男女の

「立地満足度スコア」は同程度である。

図表4-2-3-8　経営者の性別（問５（２））×人材に関

する状況（問11）【抜粋】

20.4%

17.2%

31.2%

14.0%

32.2%

27.1%

47.4%

31.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

８.従業員が不足し

ている

６.従業員の定着が

課題である

３.従業員の採用が

難しい

１.正社員の採用を

重視している

男性【n=329】 女性【n=93】

※無回答は集計から除く。　

１.正社員の採用を重視している

: χ2＝10.600  自由度＝1　p＝0.001*　＊p＜0.05
３.従業員の採用が難しい

: χ2＝7.761  自由度＝1　p＝0.005*　＊p＜0.05
６.従業員の定着が課題である

: χ2＝3.762  自由度＝1　p＝0.052　
８.従業員が不足している

: χ2＝4.833  自由度＝1　p＝0.028*　＊p＜0.05                                                 

図表4-2-3-9　経営者の性別（問５（２））×事業所及

び設備に関する課題（問12）【抜粋】

11.8%
21.0%

0% 10% 20% 30%

１.調理設備を

増強したい

男性【n=319】 女性【n=93】

※無回答は集計から除く。 χ2＝3.950  自由度＝1 p＝0.047* ＊p＜0.05

図表4-2-3-10　経営者の性別（問５（２））×立地先の

選定で重要視する項目（問13（１）①）

【抜粋】

28.4%
17.8%

0% 10% 20% 30%

（12）同業者

が多い

男性【n=242】 女性【n=74】

※無回答は集計から除く。 χ2＝3.950  自由度＝1 p＝0.047* ＊p＜0.05
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コ　経営者の性別と今後の行政への期待

経営者の性別と「今後の行政への期待」（問

14）を、図表4-2-3-12で見る。なお、同図表では、

χ2検定により統計上有意な結果を得た選択肢１

件を抜粋している。

「９．事業資金等の助成等」で、「女性」が「男

性」より回答割合が12ポイント程度高い。

（４）　採算状況による分析

ここでは、採算状況（問７（３））別の集計結

果を見る。ただし、分析対象の母集団である「飲

食業」は459件にとどまるため、クロス集計の項

目が多くなると、分析に歪みが出る恐れがある。

そこで、採算状況については、調査票では５段階

（「黒字基調」、「やや黒字基調」、「ほぼ均衡」、「や

や赤字基調」、「赤字基調」）で聞いていたものを、

「やや黒字基調」を「黒字基調」に繰り入れ、「や

や赤字基調」を「赤字基調」に繰り入れる。本項

では３区分（「黒字基調」、「ほぼ均衡」、「赤字基

調」）によりクロス集計を行う。

ア　採算状況と事業所の概要

採算状況別に「事業所の形態」（問２（１））を

見る（図表4-2-4-1）。採算状況が良いほど、「単

独事業所」の割合が低く「本社・本店」の割合が

高い。「支社・支店」は、「黒字基調」で約２割と、

「ほぼ均衡」及び「赤字基調」の約１割に比べて

図表4-2-3-11　経営者の性別（問５（２））×港区での事業環境の評価（問13（１）②）

（１）取引先・顧客が多く存在する、（２）在勤者が多い、（３）若い人が多い、（４）外国人が多い、（５）観光客が多い、（６）交通の利便性が高い、

（７） 知名度が高くブランド力がある、 （８） 他社との連携が容易である、 （９） クリエイティブな人材が集まる、 （10） 情報収集が容易である、

（11） 関連業種が多い、 （12） 同業者が多い、 （13） 支援策の充実

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13）

男性 0.89 0.90 0.19 0.56 0.21 1.25 0.99 0.13 0.39 0.39 0.31 0.38 -0.15

女性 1.00 0.95 0.11 0.23 -0.03 1.22 1.11 0.13 0.43 0.43 0.39 0.39 -0.29

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

立
地
満
足
度
ス
コ
ア

男性 女性

図表4-2-3-12　経営者の性別（問５（２））×今後の

行政への期待（問14）【抜粋】

41.5%
29.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

９.事業資金等
の助成等

男性【n=280】 女性【n=82】

※無回答は集計から除く。 χ2＝4.051  自由度＝1 p＝0.044* ＊p＜0.05

図表4-2-4-1　採算状況（問７（３））×事業所の形態

（問２（１））

62.9%

84.2%

85.6%

78.4%

15.9%

6.2%

4.8%

8.5%

21.2%

9.6%

9.6%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

黒字基調

【n=132】

ほぼ均衡

【n=146】

赤字基調

【n=167】

全体

【n=445】

単独事業所 本社・本店 支社・支店

※無回答は集計から除く。 χ2＝27.543 自由度＝4 p＝0.000* ＊p<0.05
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高い。

次に、採算状況別の「現在の事業所の開設時

期」（問２（２）②）を、図表4-2-4-2で見る。

「2010年以降」では、「黒字基調」が24.0％、「ほ

ぼ均衡」が10.5％、「赤字基調」が12.9％で、「黒

字基調」が「ほぼ均衡」及び「赤字基調」より約

２倍高い。

最後に、採算状況別の「資本金額」（問３）に

ついても確認する（図表4-2-4-3）。なお、問３で

は、「1,000万円未満」と「1,000万円以上」で区

分する。さらに、同問３で聞いた「経営形態」で

「１．個人経営」又は「３．その他」と回答した

事業所を「個人経営等」として分類した。「ほぼ

均衡」と「赤字基調」はほとんど同じような構成

である。それらに比べて「黒字基調」は、「個人

経営等」の割合が相対的に低く、「1,000万円未満」

及び「1,000万円以上」の割合が相対的に高い。

イ　採算状況と従業者数

採算状況別に「正規従業者数」（問４（１））を

見る（図表4-2-4-4）。採算状況が良いほど、「２

人以下」の割合が低く、「３～５人」、「６～10人」、

「11人以上」の割合が高い傾向が確認できる。採

算状況が悪いほど正規従業者数が少ないことが考

えられる。

なお、図表4-2-4-5で示すように、「非正規従業

者数」（問４（２））についても、おおむね同様の

傾向が認められる。

ウ　採算状況と経営者

ここでは、経営者の属性に着目して検討する。

まず、採算状況別の「経営者の年齢」（問５（１））

を見る（図表4-2-4-6）。「黒字基調」では「50歳

未満（「30歳未満」、「30歳代」及び「40歳代」の

合計）」、「ほぼ均衡」では「50歳代」と「60歳代」、

図表4-2-4-2　採算状況（問７（３））×現在の事業所

の開設時期（問２（２）②）

41.1%

49.0%

56.4%

49.4%

12.4%

16.8%

13.5%

14.3%

22.5%

23.8%

17.2%

20.9%

24.0%

10.5%

12.9%

15.4%

黒字基調
【n=129】

ほぼ均衡
【n=143】

赤字基調
【n=163】

全体
【n=435】

1989年まで 1990～1999年 2000～2009年 2010年以降

※無回答は集計から除く。 χ2＝15.410 自由度＝6 p＝0.017* ＊p<0.05

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

図表4-2-4-3　採算状況（問７（３））×資本金額（問

３）

33.1%

52.9%

55.8%

48.2%

33.1%

30.4%

28.2%

30.4%

33.9%

16.7%

16.0%

21.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

黒字基調
【n=124】

ほぼ均衡
【n=138】

赤字基調
【n=163】

全体
【n=425】

個人経営等 1,000万円未満 1,000万円以上

※無回答は集計から除く。 χ2＝21.743 自由度＝4 p＝0.000* ＊p<0.05

図表4-2-4-4　採算状況（問７（３））×正規従業者数

（問４（１））

29.6%

48.9%

62.0%

48.1%

40.8%

37.4%

29.7%

35.5%

16.8%

7.9%

6.3%

10.0%

12.8%

5.8%

1.9%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

黒字基調

【n=125】

ほぼ均衡

【n=139】

赤字基調

【n=158】

全体

【n=422】

２人以下 ３～５人 ６～10人 11人以上

※無回答は集計から除く。 χ2＝39.534 自由度＝6 p＝0.000* ＊p<0.05

図表4-2-4-5　採算状況（問７（３））×非正規従業者

数（問４（２））

32.1%

47.2%

59.5%

46.7%

29.2%

29.6%

25.9%

28.2%

19.8%

15.7%

6.0%

13.6%

18.9%

7.4%

8.6%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

黒字基調
【n=106】

ほぼ均衡
【n=108】

赤字基調
【n=116】

全体
【n=330】

２人以下 ３～５人 ６～10人 11人以上

※無回答は集計から除く。 χ2＝24.904 自由度＝6 p＝0.000* ＊p<0.05
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「赤字基調」では「70歳以上」の割合が相対的に

高い。

次いで、図表4-2-4-7で採算状況別の「経営者

の性別」（問５（２））を示す。採算状況の良い事

業所ほど経営者が「男性」の割合が高くなってい

る。

エ　採算状況と業界の特徴

採算状況別の「業界の特徴」（問６（３））を、

図表4-2-4-8で見る。なお、同図表では、χ2検定

により統計上有意な結果を得た選択肢６件を抜粋

している。

「１．価格競争が激しい」、「３．顧客が固定化

されている」及び「14．業界が縮小傾向にある」

では、採算状況が悪いほど回答割合が高い傾向

がある。特に、「14．業界が縮小傾向にある」と

回答した事業所の割合は、「赤字基調」（28.7％）

の方が、「ほぼ均衡」（13.7％）及び「黒字基調」

（13.4％）に比べて、２倍以上高い。

一方、「４．海外からの訪日客の取込みが課題

である」、「７．人材の確保が難しい」及び「８．

従業員の教育・研修が重要である」では、採算状

況が良いほど回答割合が高い。

オ　採算状況と店舗や料理等の特徴

採算状況別の「店舗や料理等の特徴」（問８）

を図表4-2-4-9で見る。なお、同図表では、χ2検

定により統計上有意な結果を得た選択肢４件を抜

粋している。

いずれの選択肢についても、「黒字基調」の割

合が最も高い。「１．メニューやサービスのオリ

ジナリティ」では、「ほぼ均衡」（49.7％）が「赤

図表4-2-4-6　採算状況（問７（３））×経営者の年齢

（問５（１））

35.3%

14.2%

14.9%

20.7%

24.8%

30.4%

22.0%

25.6%

23.3%

31.8%

28.0%

27.8%

16.5%

23.6%

35.1%

25.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

黒字基調
【n=133】

ほぼ均衡
【n=148】

赤字基調
【n=168】

全体
【n=449】

50歳未満 50歳代 60歳代 70歳以上

※無回答は集計から除く。 χ2＝33.863 自由度＝6 p＝0.000* ＊p<0.05

図表4-2-4-7　採算状況（問７（３））×経営者の性別

（問５（２））

85.7%

77.7%

70.4%

77.3%

14.3%

22.3%

29.6%

22.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

黒字基調
【n=133】

ほぼ均衡
【n=148】

赤字基調
【n=169】

全体
【n=450】

男性 女性

※無回答は集計から除く。 χ2＝9.957 自由度＝2 p＝0.007* ＊p<0.05

30.6%

19.4%

23.1%

75.4%

47.8%

13.4%

32.9%

36.3%

18.5%

56.8%

27.4%

13.7%

46.3%

37.8%

11.6%

49.4%

22.6%

28.7%

37.2%

31.8%

17.3%

59.7%

31.8%

19.1%

0% 20% 40% 60% 80%

１．価格競争が

激しい

３．顧客が固定化

されている

４．海外からの

訪日客の取込み

が課題である

７．人材の確保

が難しい

８．従業員の

教育・研修が

重要である

14．業界が

縮小傾向にある

黒字基調

【n=106】
ほぼ均衡

【n=108】
赤字基調

【n=116】
全体

【n=330】

※無回答は集計から除く。
１． 価格競争が激しい
　 ： χ2＝9.539　自由度＝2　p＝0.008*　＊p＜0.05
３． 顧客が固定化されている
　 ： χ2＝13.596　自由度＝2　p＝0.001*　＊p＜0.05
４． 海外からの訪日客の取込みが課題である
　 ： χ2＝7.063　自由度＝2　p＝0.029*　＊p＜0.05
７． 人材の確保が難しい
　 ： χ2＝21.417　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
８． 従業員の教育 ・研修が重要である
　 ： χ2＝23.517　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
14． 業界が縮小傾向にある
　 ： χ2＝15.212　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05

図表4-2-4-8　採算状況（問７（３））×業界の特徴

（問６（３））【抜粋】
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字基調」（38.0％）より高いが、残る「５．ストー

リー性」、「11．食器へのこだわり」及び「14．店

舗の外観」では、「ほぼ均衡」と「赤字基調」は

同程度である。

カ　採算状況と事業所の強み

採算状況別に「現在の事業所の強み」（問９）

を見る。その際、次のように定義する「強みス

コア」を利用する。「強みスコア」とは、問９の

項目（１）～（10）に対する評価「あてはまる」

「ややあてはまる」「どちらともいえない」「あま

りあてはまらない」「あてはまらない」について、

それぞれ＋２点、＋１点、０点、－１点、－２点

を配点したときの、グループ内の事業所の得点の

平均値である（図表4-2-4-10）。

全ての項目の「強みスコア」において、「黒字

基調」が最も高い。２番目に高いグループを見る

と、「（１）実績」～「（４）顧客や取引先への PR

力」及び「（６）価格競争力」では「ほぼ均衡」

が高く、「（７）メニュー・料理のコンセプト」～

「（10）店舗・内装のデザイン」では「赤字基調」

が高い。「（５）ビジネスモデル」では、双方のス

コアの差はほとんどない。

次いで、採算状況別の「今後（も）強化した

い強み」（問９）を、図表4-2-4-11で見る。なお、

同図表では、χ2検定により統計上有意を得た選

択肢３件を抜粋している。

いずれの項目においても、「黒字基調」、「赤字

図表4-2-4-9　採算状況（問７（３））×店舗や料理等

の特徴（問８）【抜粋】

68.2%

22.7%

24.2%

18.2%

49.7%

11.0%

11.7%

5.5%

38.0%

9.6%

12.7%

7.2%

50.8%

14.0%

15.8%

9.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１．メニューや

サービスの

オリジナリティ

５．ストーリー性

11．食器への

こだわり

14．店舗の外観

黒字基調

【n=132】
ほぼ均衡

【n=145】
赤字基調

【n=166】
全体

【n=443】

※母数は採算状況について回答を得た事業所とした。
１． メニューやサービスのオリジナリティ
　 ： χ2＝26.996　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
５． ストーリー性 ： χ2＝12.035　自由度＝2　p＝0.002*　＊p＜0.05
11． 食器へのこだわり ： χ2＝10.120　自由度＝2　p＝0.006*　＊p＜0.05
14． 店舗の外観 ： χ2＝14.558　自由度＝2　p＝0.001*　＊p＜0.05

図表4-2-4-10　採算状況（問７（３））×現在の事業所の強み（問９）

（１） 実績、 （２） 企業理念、 （３） 知名度・ブランド力、 （４） 顧客や取引先への PR 力、 （５） ビジネスモデル、 （６） 価格競争力、 （７） メニュー・

料理のコンセプト、 （８） メニュー ・料理の開発力、 （９） メニュー ・料理の創造性、 （10） 店舗 ・内装のデザイン

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10）

黒字基調 1.14 0.84 0.91 0.20 0.19 -0.07 0.92 0.52 0.39 0.50

ほぼ均衡 0.99 0.62 0.45 -0.17 -0.67 -0.16 0.32 -0.02 -0.01 0.12

赤字基調 0.67 0.39 0.23 -0.35 -0.66 -0.23 0.49 0.15 0.09 0.09

全体 0.92 0.61 0.51 -0.12 -0.40 -0.16 0.57 0.20 0.14 0.22

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00
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基調」、「ほぼ均衡」の順で高い。

キ　採算状況と事業所が重要視する課題

採算状況別の「現在重要視している課題」（問

10（１））を見る。その際、次のように定義する

「積極性スコア」を利用する。「積極性スコア」と

は、問10（１）の項目（１）～（21）に対する評

価「積極的」「やや積極的」「どちらともいえな

い」「やや消極的」「消極的」について、それぞれ

＋２点、＋１点、０点、－１点、－２点を配点し

たときの、グループ内の事業所の得点の平均値で

ある（図表4-2-4-12）。

全ての項目において、「黒字基調」が最も「積

極性スコア」が高い。「ほぼ均衡」と「赤字基調」

では、項目によってどちらのスコアが高いかは異

なる。「（５）人脈やネットワークの拡大」、「（７）

顧客に関する情報の収集」、「（８）顧客のニーズ

等に関する情報の分析」、「（11）従業員の確保」、

「（12）従業員の教育・研修」及び「（15）食器・

調理設備等への投資」では、「黒字基調」がプラ

スのスコアであるのに対して、「ほぼ均衡」と

「赤字基調」のどちらかまたは両方がマイナスの

スコアとなっており、事業所の経営状況によって

これらの課題への取組状況が左右されていること

がわかる。

次いで、採算状況別の「今後（も）取り組んで

いく課題」（問10（１））を、図表4-2-4-13で見る。

図表4-2-4-11　採算状況（問７（３））×今後（も）

強化したい強み（問９）【抜粋】

24.6%

20.9%

18.7%

10.8%

9.5%

7.4%

13.5%

14.7%

13.5%

15.9%

14.8%

13.1%

0% 10% 20% 30%

（３）知名度・

ブランド力

（７）メニュー・料理

のコンセプト

（９）メニュー・料理

の創造性

黒字基調

【n=134】
ほぼ均衡

【n=148】
赤字基調

【n=170】
全体

【n=452】

※無回答は集計から除く。
（３） 知名度 ・ ブランド力
　 ： χ2＝11.196　自由度＝2　p＝0.004*　＊p＜0.05
（７） メニュー ・料理のコンセプト
　 ： χ2＝7.288　自由度＝2　p＝0.026*　＊p＜0.05
（９） メニュー ・料理の創造性
　 ： χ2＝7.861　自由度＝2　p＝0.020*　＊p＜0.05

図表4-2-4-12　採算状況（問７（３））×現在重要視している課題（問10（１））

（１）顧客の開拓、（２）イベントやコンテストへの出展、（３）海外市場への展開、（４）インバウンド需要・国際化への対応、（５）人脈やネットワーク

の拡大、（６）料理・酒類・食材等に関する情報の収集、（７）顧客に関する情報の収集、（８）顧客のニーズ等に関する情報の分析、（９）情報発信

力の強化、（10）注文への対応力の強化、（11）従業員の確保、（12）従業員の教育・研修、（13）店舗の雰囲気へのこだわり、（14）コンセプトの強

化、（15）食器・調理設備等への投資、（16）資金繰り・資金調達、（17）他の飲食店との連携、（18）飲食業以外の業種との連携、（19）周辺地域や

商店街との連携、（20）類似店との差別化、（21）創造性・創造力の強化

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13） （14） （15） （16） （17） （18） （19） （20） （21）
黒字基調 0.65 -0.92 -1.03 -0.22 0.20 0.85 0.37 0.49 0.12 0.64 0.62 0.61 0.96 0.73 0.43 -0.09 -0.67 -0.79 -0.32 0.43 0.55
ほぼ均衡 0.22 -1.24 -1.46 -0.93 -0.35 0.35 -0.10 -0.07 -0.50 0.26 0.14 -0.01 0.73 0.19 -0.03 -0.26 -0.85 -0.93 -0.36 0.11 0.07
赤字基調 0.34 -1.29 -1.55 -0.98 -0.35 0.41 0.08 0.14 -0.40 0.33 -0.18 -0.19 0.72 0.25 -0.40 -0.39 -0.79 -0.82 -0.37 0.21 0.09
全体 0.39 -1.16 -1.36 -0.72 -0.18 0.53 0.11 0.18 -0.27 0.40 0.18 0.12 0.80 0.38 -0.02 -0.25 -0.77 -0.85 -0.35 0.24 0.22
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なお、同図表では、χ2検定により統計上有意な

結果を得た選択肢８件を抜粋している。

８件中６件（「（３）海外市場への展開」、「（６）

料理・酒類・食材等に関する情報の収集」、「（７）

顧客に関する情報の収集」、「（８）顧客のニーズ

等に関する情報の分析」、「（11）従業員の確保」、

「（15）食器・調理設備等への投資」）では、「黒字

基調」、「赤字基調」、「ほぼ均衡」の順で高い。ま

た、「（12）従業員の教育・研修」では、「黒字基

調」、「ほぼ均衡」、「赤字基調」の順で高く、「（16）

資金繰り・資金調達」では、「赤字基調」、「黒字

基調」、「ほぼ均衡」の順で高い。

ク　採算状況と人材に関する状況

採算状況別の「人材に関する状況」（問11）を、

図表4-2-4-14で見る。なお、同図表では、χ2検

定により統計上有意な結果を得た選択肢４件を抜

粋している。

いずれの項目についても、採算状況が良いほど

選択率が高い。

ケ　採算状況と事業所及び設備に関する課題

採算状況別の「事業所及び設備に関する課題」

（問12）を、図表4-2-4-15で見る。なお、同図表

では、χ2検定により統計上有意な結果を得た選

択肢４件を抜粋している。

積極的な内容の選択肢（「９．新店舗の出店を

検討している」）では、「黒字基調」、「ほぼ均衡」、

「赤字基調」の順に高い。一方で、消極的な内容

の選択肢（「５．店舗へのアクセスに不満がある」、

「６．事業環境が悪い」、「８．設備投資のための

資金が不足している」）では、おおむね採算状況

が悪いほど選択率が高い。

7.5%

25.4%

14.9%

17.9%

20.1%

23.1%

10.4%

4.5%

1.4%

13.5%

4.7%

4.7%

9.5%

7.4%

4.1%

2.7%

2.9%

16.5%

12.9%

9.4%

14.1%

6.5%

4.7%

8.8%

3.8%

18.1%

10.8%

10.4%

14.4%

11.7%

6.2%

5.5%

0% 10% 20% 30%

（３）海外市場への

展開

（６）料理・酒類・

食材等に関する

情報の収集

（７）顧客に関する

情報の収集

（８）顧客のニーズ

等に関する

情報の分析

（11）従業員の確保

（12）従業員の

教育・研修

（15）食器・調理設備

等への投資

（16）資金繰り・資金

調達

黒字基調

【n=134】
ほぼ均衡

【n=148】
赤字基調

【n=170】
全体

【n=452】

※母数は採算状況について回答を得た事業所とした。
（３）海外市場への展開：χ2＝7.763　自由度＝2　p＝0.021*　＊p＜0.05
（６）料理・酒類・食材等に関する情報の収集
： χ2＝7.173　自由度＝2　p＝0.028*　＊p＜0.05

（７）顧客に関する情報の収集
： χ2＝8.807　自由度＝2　p＝0.012*　＊p＜0.05

（８）顧客のニーズ等に関する情報の分析
： χ2＝13.398　自由度＝2　p＝0.001*　＊p＜0.05

（11）従業員の確保： χ2＝6.542　自由度＝2　p＝0.038*　＊p＜0.05
（12）従業員の教育・研修
： χ2＝24.021　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05

（15）食器・調理設備等への投資：χ2＝5.987　自由度＝2　p＝0.005*
（16）資金繰り・資金調達
： χ2＝6.077　自由度＝2　p＝0.048*　＊p＜0.05

図表4-2-4-13　採算状況（問７（３））×今後（も）

取り組んでいく課題（問10（１））【抜粋】

図表4-2-4-14　採算状況（問７（３））×人材に関す

る状況（問11）【抜粋】

43.8%

32.8%

11.7%

12.5%

23.8%

27.3%

4.9%

2.1%

16.4%

15.8%

2.6%

1.3%

27.2%

24.8%

6.1%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．正社員の採用

を重視している

６．従業員の定着

が課題である

９．店舗の内装

等をデザイナー

に委託している

11．社内研修

(ＯＪＴ含む)を
重視している

黒字基調

【n=128】
ほぼ均衡

【n=143】
赤字基調

【n=152】
全体

【n=423】

※無回答は集計から除く。

１． 正社員の採用を重視している

　 ： χ2＝27.435　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
６． 従業員の定着が課題である

　 ：  χ2＝11.485　自由度＝2　p＝0.003*　＊p＜0.05
９． 店舗の内装等をデザイナーに委託している

　 ：  χ2＝10.533　自由度＝2　p＝0.005*　＊p＜0.05
11． 社内研修 (ＯＪＴ含む ) を重視している

　 ：  χ2＝22.185　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
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コ　採算状況と港区での事業環境

採算状況別の「港区での事業環境」（問13（１））

を見る。まずは「立地先の選定で重要視する項

目」（問13（１）①）を、図表4-2-4-16で見る。

なお、同図表では、χ2検定により統計上有意な

結果を得た選択肢５件を抜粋している。

ここで取り上げるすべての選択肢において、

「黒字基調」、「ほぼ均衡」、「赤字基調」の順で高

い。

次いで、採算状況別に「港区での事業環境の

評価」（問13（１）②）を見る。その際、次の

ように定義する「立地満足度スコア」を利用す

る。「立地満足度スコア」とは、問13（１）の項

目（１）～（13）に対する評価「満足」「やや満

足」「どちらとも言えない」「やや不満」「不満」

について、それぞれ＋２点、＋１点、０点、－１

点、－２点を配点したときの、グループ内の事業

所の得点の平均値である（図表4-2-4-17）。

全ての項目において、「赤字基調」のスコアが

最も低い。また、ほとんどの項目で「黒字基調」

のスコアが最も高いが、「（８）他社との連携が容

易である」及び「（12）同業者が多い」では、「ほ

ぼ均衡」が最も高い。

なお、前掲図表4-2-4-16により採算状況別の

「立地先の選定で重要視する項目」を見た際、選

択肢の（１）、（３）、（４）、（５）、（６）について、

採算状況が良い事業所ほど重要視する傾向を見た。

これらの選択肢について「港区での事業環境の評

価」を見れば、５つの項目全てにおいて、採算状

況が良い事業所ほど評価が高いことが確認できる。

サ　採算状況と今後の行政への期待

採算状況別の「今後の行政への期待」（問14）

を、図表4-2-4-18で見る。なお、同図表では、

χ2検定により統計上有意な結果を得た選択肢４

件を抜粋している。

いずれの項目においても、「黒字基調」が最も

高い。「16．異業種交流会の開催」及び「20．公

的機関（学校等）との連携支援」では、「赤字基

調」の割合は「全体」のそれを上回っており、相

対的に高いといえる。

図表4-2-4-15　採算状況（問７（３））×事業所及び

設備に関する課題（問12）【抜粋】

※無回答は集計から除く。

５． 店舗へのアクセスに不満がある

　 ： χ2＝11.201　自由度＝2　p＝0.004*　＊p＜0.05
６． 事業環境が悪い ： χ2＝17.170　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
８． 設備投資のための資金が不足している

　 ： χ2＝31.001　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
９． 新店舗の出店を検討している

　 ： χ2＝18.167　自由度＝2　p＝0.000*　＊p＜0.05
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【n=126】
ほぼ均衡

【n=137】
赤字基調

【n=150】
全体

【n=413】

※母数は採算状況について回答を得た事業所とした。

（１） 取引先 ・顧客が多く存在する

： χ2＝8.806　自由度＝2　p＝0.012*　＊p＜0.05
（３） 若い人が多い ： χ2＝8.166　自由度＝2　p＝0.017*　＊p＜0.05
（４） 外国人が多い ： χ2＝7.373　自由度＝2　p＝0.025*　＊p＜0.05
（５） 観光客が多い ： χ2＝8.314　自由度＝2　p＝0.016*　＊p＜0.05
（６） 交通の利便性が高い

： χ2＝7.463　自由度＝2　p＝0.024*　＊p＜0.05
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図表4-2-4-16　採算状況（問７（３））×立地先の選定

で重要視する項目（問13（１）①）【抜

粋】
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図表4-2-4-17　採算状況（問７（３））×港区での事業環境の評価（問13（１）②）

（１）取引先・顧客が多く存在する、（２）在勤者が多い、（３）若い人が多い、（４）外国人が多い、（５）観光客が多い、（６）交通の利便性が高い、

（７）知名度が高くブランド力がある、（８）他社との連携が容易である、（９）クリエイティブな人材が集まる、（10）情報収集が容易である、（11）関連

業種が多い、（12）同業者が多い、（13）支援策の充実

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） （11） （12） （13）

黒字基調 1.26 1.16 0.31 0.71 0.35 1.39 1.31 0.21 0.69 0.59 0.42 0.42 0.02

ほぼ均衡 0.87 0.95 0.18 0.52 0.29 1.17 0.97 0.31 0.40 0.35 0.34 0.44 -0.17

赤字基調 0.55 0.60 -0.04 0.12 -0.30 1.14 0.77 -0.17 0.04 0.19 0.23 0.30 -0.42

全体 0.91 0.91 0.16 0.47 0.14 1.24 1.01 0.11 0.39 0.38 0.33 0.39 -0.19
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図表4-2-4-18　採算状況（問７（３））×今後の行政

への期待（問14）【抜粋】

※無回答は集計から除く。

14． 人材交流の場の提供

　 ：  χ2＝7.328　自由度＝2　p＝0.025*　＊p＜0.05
16． 異業種交流会の開催

　 ：  χ2＝6.145　自由度＝2　p＝0.046*　＊p＜0.05
17． 人材の育成支援

　 ：  χ2＝9.121　自由度＝2　p＝0.010*　＊p＜0.05
20． 公的機関 （学校等） との連携支援

　 ：  χ2＝6.644　自由度＝2　p＝0.036*　＊p＜0.05
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